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心

安全

サード
プレイス

身体

健康

子どもも、大人も、いつでも学べる
（チャレンジとリトライ）場づくり

・地域に開放され、学習情報センターとなる学校図書館

・町民と学校の連携・交流拠点となるコミュニティスペース

真鶴の伝統文化を学び伝える拠点の創出

・ふるさとの宝を継承する「ふるさと学びルーム」やギャラリー

防災・減災拠点（避難所）としての機能の充実

・体育館を含めた、大地震等にも耐え得る施設整備

・主たる避難場所と連携し、炊き出し機能を備えた給食調理施設

子育て支援スペースの充実

・放課後児童クラブ、放課後子ども教室の活動スペース

・幼稚園・保育所の園児が学校に訪れた際の活動スペース

町の景観に相応しい学び舎づくり

・美の基準を生かした建築デザイン

・自然光を生かした明るい学び舎

社会の変化に対応できる長寿命な施設づくり

・間仕切りなど変更が容易な建築構造

・快適に利用できるネットワーク環境

エコスクール

・断熱性等を高めた温熱環境

・木材利用（木造、内装木質化）

・適切な緑化

周辺環境の改善

・横断歩道や信号機の設置等、登下校時の安全確保

・周辺道路環境の改善

一人でも安心して過ごせる居場所づくり

・９年間の心身の発達に配慮した保健室・心の相談室

・ほっとできる場所となるトイレ空間

安全で安心して過ごせる学校生活空間づくり

・子どもが安心して安全に利用できる遊び場や

　屋内・屋外運動場

すべての子どもたちの居場所づくり

・成長段階に配慮し、児童・生徒一人一人に

 応じた多様な居場所

身体の成長を支える環境づくり

・四季を通じて快適に過ごせる室内温熱環境

食の大切さを学び・食に親しめる施設整備

・真鶴の食材を生かした食育活動が展開できる

 ランチルーム

多様な交流とつながりを生み出す場づくり

・横断的な学びや、対話的活動・表現活動が

　活発に展開できる場

「多様性」と「本物」を生かして学ぶ場づくり

・学ぶ意欲、興味、関心を高められる

　学び心地の良い教室環境

・ビオトープや学校菜園、池など生き物にふれ合える空間

個に応じた学びを充実できる場づくり

・多様な教育的ニーズに応じた学習に取り組める教室環境

成長を実感しながら学べる場づくり

・教科の魅力を生かして学べる教科センター方式

教職員の働きやすさを追求した環境整備

・同僚性を高め、互いに相談したり協働したりしやすい職員室

「教育は人づくり、

人づくりはまちづくり、

まちの未来づくり」

○ 多様性を尊重できる子

○ 関わる力をもった子

○ 創り出す力をもった子

○ 発信する力をもった子　　

○ 心の豊かな子

○ ふるさとを大切にする子

真鶴町の教育理念

真鶴町がめざす子どもの姿

幼(保)小 中 一 貫 教 育 の 基 本 コ ン セ プ ト

学びの連続性の実現 新たな教育活動の創造

学校と地域との
連携強化

学年段階の区切りの工夫
・４-３-２制の導入
・前期課程の教科担任制
魅力的なカリキュラムの編成
・主体的に創造・選択・実践できる活動の推進
異学年交流の充実
・様々な組み合わせによる幅広い教育活動
教職員の相互乗り入れの活性化
・系統的・継続的な児童・生徒指導
特別支援教育の充実
・インクルーシブ教育の推進
教職員の働き方改革の推進
・校務支援システムの効果的な活用

新教科「まなづる未来学（仮称）」の創設
・非認知能力や自らの学びをデザインする力の育成
・「半島まるごと学校」の推進
ＩＣＴ教育の推進
・プログラミング教育の充実と論理的思考力の育成
・情報活用能力の育成と情報モラル教育の充実
外国語教育の推進
・英語の習得とコミュニケーション能力の育成
・英語圏の児童・生徒とのオンライン交流活動の実践
広域交流の推進
・半島留学システムの構築
・プール等民間施設や近隣学校・自治体等との連携

コミュニティ・スクールの構築
・幼小中一貫教育学校運営協議会（仮称）の立ち上げ
・地域が支えるクラブ活動・部活動の推進
共創空間（複合施設）化の推進
・地域コミュニティの場としての学校づくり
・避難所機能の充実と町の防災教育の拠点づくり
他機関との連携強化
・教育子育て支援員等を通じた保育所との連携
・戦略的広報の充実

タテの関係 ナナメの関係

ヨコの関係

安全・安心で
心地良く過ごせる
居場所づくり

交流と多様性を
キーワードとした
学びの場づくり

地域と連携・協働し

創造する空間づくり
真鶴の魅力を生かした

学び舎づくり

小 中 一 貫 教 育 校 の 施 設 計 画 の 目 標

真鶴町のまちづくり条例

・場所を尊重し風景を支配しない。

・建築の各部に格付けを行う。

・人間的な尺度を大事にする。

・自然・町との調和を大事にする。

・地場材料・自然な材料を使う。

・心を豊かにする芸術を施す。

・コミュニティを育む建築を行う。

・美しい眺めに参加する。

＜1994（平成６）年施行＞

基礎となる考え方

次ページでは、建設スケジュールや校舎の配置案についてご紹介！

半島まるごと学校半島まるごと学校

～ 真 鶴 町 小 中 一 貫 教 育 校 建 設 基 本 構 想 ・ 基 本 計 画 ～
このたび、新しくつくる小中一貫教育校の「基本構想・基本計画」をま

とめました。子どもたちを含む多くの町民の皆様の声を集め、未来の

教育を見据えて描いた「基本構想・基本計画」の概要を町民の皆様に

ご紹介いたします。 

未 来 に

　 は ば た け！
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創作

仮校舎使用期間（３年強）

建設スケジュール(案)

配置計画案

2030年４月開校をめざす。既存校舎の解体工事のため、2026年度には中学校が小学校の現校

舎に移転する。

【課題】　
・新校舎は町立体育館との接続を考慮し、配置する。
・駐車場と歩行者のアプローチが混在している状況を改善する。

南に開かれたまとまりの良い
校庭が確保できる。
アプローチは現在と同様に南
東角に確保し、東側道路と歩
車分離を図る。
北側住宅地の日照や通風、音
対策に配慮が必要となる。

南東角からすぐに校舎に入ることが
できる。
北側の住宅地の日照や通風が良くな
る。砂塵対策を行う必要がある。
既存校舎は校庭より１ｍ程度高いた
め、この場所を校庭にする場合は切
土工事を行う必要がある。
隣地の一部に土砂災害警戒区域があ
るため、防災対策の必要がある。

新校舎を北側に配置する案

※本図は校舎の配置可能性を示すものであり、校舎の形を示唆するものではありません。

施設構成(各室等のつながりやまとまり、ゾーニング)の考え方

　教室と管理諸室による「学校ゾーン」と、学校図書館と特別教室、体

育館、放課後クラブ等の子育て支援スペースによる　「コミュニティ・

スクールゾーン」で構成する。それぞれのゾーンを明確にすると同時に、

ゾーンを超えたつながりを確保する。

気軽に訪れることができる共創空間

居心地の良いコミュニティスペース

発達段階に応じて変化する教室まわり

多様な活動が行えるゆとりある教室

本格的な活動ができる特別教室

創作の場となる「アトリエ」

交流の場となる職員スペース

打合せもできるソファコーナー

計画条件

施設構成(模式図)案

地域と学校の交流拠点
スクールコーディネーターの

活動拠点

地域と学校の
活動を蓄積し、
発信できる場

日中は子育て
支援スペース
として利用

音楽室をステージとし、
ホール機能の充実

教職員が分け隔てなく
協働できるように一体化

学びと生活の
連続性を重視した

教室環境

教科センター方式の
移行段階と捉えた
ホームルーム

教科の専門性を
生かせる学習環境を
重視した教科教室

注)
HR：ホームルーム
   （学級活動）
HB：ホームベース
   （生活拠点）

A案

新校舎を東側に配置する案

町民と交流給食

アプローチ

校庭・遊び場

児童・生徒
教職員
保護者

町民
学童

乳幼児＋保護者 校庭・遊び場

連携

・真鶴中学校の校地を新校地とする。

・給食施設は自校方式とする。

・体育館は既存の町立体育館を使用する。

・新校舎の計画床面積は7,000㎡とする。

前ページに引き続き、より具体的な施設構成や建設スケジュール、

校舎の配置案の概要をご紹介します。

半島まるごと学校半島まるごと学校
教育や学ぶ場は校舎内だけではなく、町全体・半島全体が学校である
という考えのもとに成り立っている、学校建設の象徴的な言葉です。

とはとは

２０３０年度開校の場合

B案

幼稚園

保育園
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計画条件

施設構成(模式図)案

地域と学校の交流拠点
スクールコーディネーターの

活動拠点

地域と学校の
活動を蓄積し、
発信できる場

日中は子育て
支援スペース
として利用

音楽室をステージとし、
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注)
HR：ホームルーム
   （学級活動）
HB：ホームベース
   （生活拠点）

A案

新校舎を東側に配置する案

町民と交流給食

アプローチ

校庭・遊び場

児童・生徒
教職員
保護者

町民
学童

乳幼児＋保護者 校庭・遊び場

連携

・真鶴中学校の校地を新校地とする。

・給食施設は自校方式とする。

・体育館は既存の町立体育館を使用する。

・新校舎の計画床面積は7,000㎡とする。

前ページに引き続き、より具体的な施設構成や建設スケジュール、

校舎の配置案の概要をご紹介します。

半島まるごと学校半島まるごと学校
教育や学ぶ場は校舎内だけではなく、町全体・半島全体が学校である
という考えのもとに成り立っている、学校建設の象徴的な言葉です。

とはとは

２０３０年度開校の場合

B案

幼稚園

保育園
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令和６年度真鶴町住民税非課税世帯に対する給付金について

令和６年度真鶴町住民税非課税世帯の子育て世帯に対する

加算給付金について

給付金に関するお知らせ

申し込み・問い合わせ 保険福祉課　☎内線６５２０

２０２５年度の水道料金・下水道使用料について

　2024年度は、国の物価高騰対策臨時交付金を

活用して水道の基本料金を30％減免していまし

た。これは終了し、現在は2025年４月請求分から

減免なしの通常料金となっています。

　2025年度については、元々の予定では、７月請

求分から新しい料金体系に移行することを目指し

ていました。しかし、広報３月号でもお知らせした

とおり、水道料金の抜本改定は延期しました。

　とはいえ、現在は赤字事業となってしまっていま

すので、健全な事業運営をするため７月請求分か

ら基本料金を20％値上げすることと致しました。

　ただし、今回の基本料金20％の値上げ分につい

ては、国の物価高騰対策臨時交付金を活用して減

免しますので、７月以降も現在の料金水準のまま

で追加負担はありません。

　なお、2026年度以降の請求には水道料金の抜

本改定を予定しています。

水道料金について

 下水道使用料については、水道と同じ期間（７月～

３月請求分の９か月間）、基本料金を20％減免しま

す。この機に、未接続の世帯におかれましては下水

道への接続をお願い致します。

下水道使用料について

　上下水道とも、減免対象者はすべての上下水道

使用者となります（役場や消防署等の一部官公庁

を除く）。

　なお、検針時に投函している「使用水量・料金等の

お知らせ」にはシステムの都合上、減免前の請求料

金が印字されてしまいます。申し訳ありません。ご

注意のうえ、納付書がお手元に届いた方は納付書

記載の額を(口座振替で口座に入金される方は、町

から送付いたします早見表記載の額を）納付くださ

いますようお願い致します。

　ご不明な点等ございましたら、上下水道課上下水

道管理係までご連絡をお願い致します。

減免の対象と注意点

基本料金改定表

上水道基本料金（税抜）

口　　径 13㎜ 20㎜ 25㎜ 40㎜ 50㎜ 75㎜以上

改　定　前 1,407円 2,814円 3,110円 5,780円 20,023円 29,673円

改　定　後 1,688円 3,377円 3,732円 6,936円 24,028円 35,608円

20％減免後 1,407円 2,814円 3,110円 5,780円 20,023円 29,673円

20％改定

※ 改定料金は７月請求分(６月使用分)から適用します

※ 従量料金に変更（改定）はありません

下水道基本料金（税抜）

減免のみで、

料金改定はありません

現　行 1,381円

20％減免後 1,105円

※ 減免は７月請求分(６月使用分)  

　　 から９か月間適用します

※ 従量料金も含め現行のままで、

　　 改定はありません

問い合わせ☎

上下水道課 

上下水道管理係

内線６６５５

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者のうち、住民税非課税世帯に対して、

住民税非課税世帯に対する給付金を給付いたします。 

上記給付金に加えて、住民税非課税世帯の子育て世帯に対しては加算給付金を給付いたします。 

ご注意
給付金を装った振り込め詐欺や個人情報の搾取にご注意ください。市町村や国の職員

などをかたった不審な電話や郵便があった場合は、真鶴町保険福祉課や小田原警察署

（0465-32-0110）、警察相談専用ダイヤル（＃9110）にご連絡ください。

　真鶴町住民税非課税世帯に対する給付金

対象世帯

世帯全員が2024年度に住民税均等割が非課税の世帯であって

  ① 基準日（2024年12月13日）に真鶴町に住民登録があること。

　② 住民税が課税されている者に扶養されていないこと。

　③ すでに他自治体で３万円の給付を受けていないこと。

１世帯あたり３万円給付額

対象世帯には、2025年４月初旬に確認書等を送付しましたので、内容

をご確認のうえ、必要事項を記入し、提出期限までに返送してください。
申請方法

2025年７月31日（必着）提出期限

「令和６年度真鶴町住民税非課税世帯に対する給付金」の給付対象者

（世帯主）

18歳に達する日以降最初の３月31日までの児童

（2006年４月２日から2025年４月１日までに生まれた児童）

加算対象

児童

対象世帯には、2025年４月初旬に確認書を送付しましたので、内容をご確

認のうえ、必要事項を記入し、提出期限までに返送してください。
申請方法

対象者

児童1人あたり２万円給付額

真鶴町住民税非課税世帯の子育て世帯に対する加算給付金

2025年７月31日（必着）提出期限
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８広報真鶴　2025年５月号広報真鶴　2025年５月号９ ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆

第 17回
 やさしい
日本語

車(くるま)や バイクを　運転(うんてん)するには、 試験（しけん）を　受（う）けて、 「運転(うんてん)免許(めん

きょ)」を　取（と）る　必要（ひつよう）が　あります。

試験(しけん)は、　車(くるま)や　バイクの　運転(うんてん)の　しかたや　道路（どうろ）で　運転（うんてん)する

　ときに　守（まも）る　ルールに　ついて　です。

外国語(がいこくご)でも　運転(うんてん)免許(めんきょ)の　試験(しけん)を　受（う）ける　ことが　できます。

【翻訳】まなづる国際交流協会

外国人(がいこくじん) に向(む)けた わかりやすい 日本語(にほんご)の　

ページです。やさしい　日本語(にほんご)で いろいろな 情報(じょうほう) 

を おつたえします。

・アラビアご

・インドネシアご

・ウクライナご

・ウルドゥーご

・えいご

・ちょうせんご

・クメールご

・シンハラご

・スペインご

・タイご

「運転免許の試験」
う　ん　 て　ん　　め ん  き ょ                し     け ん

神奈川県では、　「運転免許センター」で　試験を　します。
か な　が わ　け　ん し　けん

電車(でんしゃ)で　相鉄線(そうてつせん)の　

二俣川駅(ふたまたがわえき)から　歩(ある)いて　15分（ふん）です。

外国語(がいこくご)で　試験(しけん)を　受（う）けたい　人（ひと）は、　

試験(しけん)を　受（う）けるときに　係（かかり）の　人（ひと）に　

言(い)ってください。

まずは、　電話（でんわ）で　聞（き）いて　みてください。

運転(うんてん)免許(めんきょ)センターの　電話（でんわ）

☎０４５−３６５−３１１１

外国（がいこく）の　運転(うんてん)免許(めんきょ)を　日本（にほん）の　運転(うんてん)免許(めんきょ)に　

切（き）り替（か）える　ことが　できる人（ひと）も　います。

必要（ひつよう）な　条件（じょうけん）や、　持（も）ち物（もの）は、

神奈川県警察（かながわけん　けいさつ）の　ホームページに　書（か）いて　あります。

URL

https://www.police.pref.kanagawa.jp/tetsuzuki/menkyo/mes83046.html

試験を　受ける　ことが　できる　外国語
し　 けん

運転免許の　試験を　受けたい　人へ

がい こく  ごう

●第一種(だいいっしゅ)　運転(うんてん)免許(めんきょ)　

 車(くるま)や　原付（げんつき）バイクの　免許(めんきょ)

●第二種(だいにしゅ)　運転(うんてん)免許(めんきょ)　

　バス、タクシーなど　人（ひと）を　のせる　車(くるま)の　免許(めんきょ)

●仮(かり)　運転(うんてん)免許(めんきょ)　

　車(くるま)の　運転(うんてん)の　練習(れんしゅう)を　するときの　　　  

　免許(めんきょ)

※原付（げんつき）バイク　だけの　免許(めんきょ)の　試験(しけん)は　

　 日本語(にほんご)と　英語(えいご)だけ　です。

外国語で　試験を　受ける　ことが　できる　免許
が い こ く  ご うし  けん めんきょ

うんてん　　　めんきょ

う ん て ん め ん き ょ し     け ん  う ひ と

・タガログご

・ちゅうごくご

・ネパールご

・ヒンディーご

・ベトナムご

・ペルシャご

・ポルトガルご

・ミャンマーご

・モンゴルご

・ロシアご
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外国語(がいこくご)でも　運転(うんてん)免許(めんきょ)の　試験(しけん)を　受（う）ける　ことが　できます。

【翻訳】まなづる国際交流協会

外国人(がいこくじん) に向(む)けた わかりやすい 日本語(にほんご)の　

ページです。やさしい　日本語(にほんご)で いろいろな 情報(じょうほう) 

を おつたえします。

・アラビアご

・インドネシアご

・ウクライナご

・ウルドゥーご

・えいご

・ちょうせんご

・クメールご

・シンハラご

・スペインご

・タイご

「運転免許の試験」
う　ん　 て　ん　　め ん  き ょ                し     け ん

神奈川県では、　「運転免許センター」で　試験を　します。
か な　が わ　け　ん し　けん

電車(でんしゃ)で　相鉄線(そうてつせん)の　

二俣川駅(ふたまたがわえき)から　歩(ある)いて　15分（ふん）です。

外国語(がいこくご)で　試験(しけん)を　受（う）けたい　人（ひと）は、　

試験(しけん)を　受（う）けるときに　係（かかり）の　人（ひと）に　

言(い)ってください。

まずは、　電話（でんわ）で　聞（き）いて　みてください。

運転(うんてん)免許(めんきょ)センターの　電話（でんわ）

☎０４５−３６５−３１１１

外国（がいこく）の　運転(うんてん)免許(めんきょ)を　日本（にほん）の　運転(うんてん)免許(めんきょ)に　

切（き）り替（か）える　ことが　できる人（ひと）も　います。

必要（ひつよう）な　条件（じょうけん）や、　持（も）ち物（もの）は、

神奈川県警察（かながわけん　けいさつ）の　ホームページに　書（か）いて　あります。

URL

https://www.police.pref.kanagawa.jp/tetsuzuki/menkyo/mes83046.html

試験を　受ける　ことが　できる　外国語
し　 けん

運転免許の　試験を　受けたい　人へ

がい こく  ごう

●第一種(だいいっしゅ)　運転(うんてん)免許(めんきょ)　

 車(くるま)や　原付（げんつき）バイクの　免許(めんきょ)

●第二種(だいにしゅ)　運転(うんてん)免許(めんきょ)　

　バス、タクシーなど　人（ひと）を　のせる　車(くるま)の　免許(めんきょ)

●仮(かり)　運転(うんてん)免許(めんきょ)　

　車(くるま)の　運転(うんてん)の　練習(れんしゅう)を　するときの　　　  

　免許(めんきょ)

※原付（げんつき）バイク　だけの　免許(めんきょ)の　試験(しけん)は　

　 日本語(にほんご)と　英語(えいご)だけ　です。

外国語で　試験を　受ける　ことが　できる　免許
が い こ く  ご うし  けん めんきょ

うんてん　　　めんきょ

う ん て ん め ん き ょ し     け ん  う ひ と

・タガログご

・ちゅうごくご

・ネパールご

・ヒンディーご

・ベトナムご

・ペルシャご

・ポルトガルご

・ミャンマーご

・モンゴルご

・ロシアご
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　現在真鶴町では、「こども・若者の居場
所づくり」を形にすべく、各種検討を行って
います。
　そのひとつとして、2025年２月16日に「こ
ども・若者の居場所をつくる会議」を開催
し、町内・町外を問わず、多くの方に参加し
て頂きました。会議では、町内にある居場
所として活用できる地域資源の洗い出し
や、町民活動・ボランティア活動・民間事業
等で展開している居場所になりえる場所の
情報提供を受け、それらの活用に向けた
取り組みを進めるきっかけをつくることが
できました。

　申し込み・問い合わせ　健康こども課 ☎内線6455

若者の居場所を皆でつくろう！
意見交換会からスタート！

５月２５日(日)　13：00～15:00日時

情報センター真鶴１階　住民サポートコーナー会場

事前予約制

参加費無料

内容 当事者（若い世代）の皆さんで見学・意見交換をします。

申込

備考

若者居場所会議

対象 中学生、高校生、大学生年代の方

① くらしかる真鶴１階土間スペースの見学
② 土間スペースの活用・若者の居場所づくりについて意見交換

（お電話にて健康こども課まで申し込み）

2025年度 新採用職員紹介

問い合わせ 人事課　　０４６５-68-1131（内線2351）　

(神奈川県派遣職員）

　今回、その実行プロジェクトとして、中学
生・高校生・大学生年代の若者たちが、自
分たちの自由な発想や、自分たちの力で、
居場所をつくる取り組みを始めます。
　真鶴町お試し移住体験事業でも活用さ
れている「くらしかる真鶴」の１階にある土
間スペースを活用して、学校や家庭以外の
安心できる居場所、そして若い世代の皆さ
んが地域と繋がる居場所づくりを実行しま
す。
　若い世代の皆さん、ぜひご参加くださ
い。

　

(２０２４年8月採用）

祖父母が暮らした真鶴町の職員に

採用され、とても光栄です。

1日も早く町民の皆さまのお役に立てるように頑張ります。

町 長 室

岩 崎 修 平 

美しい町並みに惹かれました。

ニックネームはリッキーです！

1日でも早く町民の皆さまのお役に立てるように精一杯頑

張ります。

産 業 観 光 課

佐 藤 利 紀 

府 川 虎 ノ 介 

今年度より真鶴町役場で勤務する

ことになりました。

1日でも早く仕事を覚え、真鶴町の皆さまの暮らしに貢献

できるよう、精一杯頑張ります。

ま ち づ く り 課 兼 

上 下 水 道 課(土木職）

真鶴町の歴史や文化を守り、多くの

人達に伝えられるように頑張ります。

よろしくお願いします。

教 育 課（学芸員）

永 見 達 也 

自治体の職員になりたいと思い転

職を決意し、この真鶴町に採用され

ました。少しでも真鶴町を発展させるため、皆さんと協力

し合いながら町政運営に貢献していきたいと思います。

魚料理が大好きです。

総 務 防 災 課 兼

人 事 課 

加 藤 勝 美 

今年度より2年間、真鶴町役場に派

遣されることになりました。

真鶴町の落ち着いた雰囲気と豊かな自然に囲まれて仕事

ができることを嬉しく思います。

町民の皆さまのお役に立てるよう頑張ります。

上 下 水 道 課

守 谷 尚 道

父の故郷である真鶴町で働けるこ

とを嬉しく思います。

真鶴町の皆さまのお役に立てるよう努めてまいります。

保 険 福 祉 課 

平 田 彩 夏  

い わ   さ き   しゅう  へ い   さ     と う      り      き

  ふ     か わ   と ら    の     す け

な が     み      た つ    や

  か     と う    か つ    み

 も り     や     な お   み ち

ひ ら     た   　 あ や    か
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　現在真鶴町では、「こども・若者の居場
所づくり」を形にすべく、各種検討を行って
います。
　そのひとつとして、2025年２月16日に「こ
ども・若者の居場所をつくる会議」を開催
し、町内・町外を問わず、多くの方に参加し
て頂きました。会議では、町内にある居場
所として活用できる地域資源の洗い出し
や、町民活動・ボランティア活動・民間事業
等で展開している居場所になりえる場所の
情報提供を受け、それらの活用に向けた
取り組みを進めるきっかけをつくることが
できました。

　申し込み・問い合わせ　健康こども課 ☎内線6455

若者の居場所を皆でつくろう！
意見交換会からスタート！

５月２５日(日)　13：00～15:00日時

情報センター真鶴１階　住民サポートコーナー会場

事前予約制

参加費無料

内容 当事者（若い世代）の皆さんで見学・意見交換をします。

申込

備考

若者居場所会議

対象 中学生、高校生、大学生年代の方

① くらしかる真鶴１階土間スペースの見学
② 土間スペースの活用・若者の居場所づくりについて意見交換

（お電話にて健康こども課まで申し込み）

2025年度 新採用職員紹介

問い合わせ 人事課　　０４６５-68-1131（内線2351）　

(神奈川県派遣職員）

　今回、その実行プロジェクトとして、中学
生・高校生・大学生年代の若者たちが、自
分たちの自由な発想や、自分たちの力で、
居場所をつくる取り組みを始めます。
　真鶴町お試し移住体験事業でも活用さ
れている「くらしかる真鶴」の１階にある土
間スペースを活用して、学校や家庭以外の
安心できる居場所、そして若い世代の皆さ
んが地域と繋がる居場所づくりを実行しま
す。
　若い世代の皆さん、ぜひご参加くださ
い。

　

(２０２４年8月採用）

祖父母が暮らした真鶴町の職員に

採用され、とても光栄です。

1日も早く町民の皆さまのお役に立てるように頑張ります。

町 長 室

岩 崎 修 平 

美しい町並みに惹かれました。

ニックネームはリッキーです！

1日でも早く町民の皆さまのお役に立てるように精一杯頑

張ります。

産 業 観 光 課

佐 藤 利 紀 

府 川 虎 ノ 介 

今年度より真鶴町役場で勤務する

ことになりました。

1日でも早く仕事を覚え、真鶴町の皆さまの暮らしに貢献

できるよう、精一杯頑張ります。

ま ち づ く り 課 兼 

上 下 水 道 課(土木職）

真鶴町の歴史や文化を守り、多くの

人達に伝えられるように頑張ります。

よろしくお願いします。

教 育 課（学芸員）

永 見 達 也 

自治体の職員になりたいと思い転

職を決意し、この真鶴町に採用され

ました。少しでも真鶴町を発展させるため、皆さんと協力

し合いながら町政運営に貢献していきたいと思います。

魚料理が大好きです。

総 務 防 災 課 兼

人 事 課 

加 藤 勝 美 

今年度より2年間、真鶴町役場に派

遣されることになりました。

真鶴町の落ち着いた雰囲気と豊かな自然に囲まれて仕事

ができることを嬉しく思います。

町民の皆さまのお役に立てるよう頑張ります。

上 下 水 道 課

守 谷 尚 道

父の故郷である真鶴町で働けるこ

とを嬉しく思います。

真鶴町の皆さまのお役に立てるよう努めてまいります。

保 険 福 祉 課 

平 田 彩 夏  

い わ   さ き   しゅう  へ い   さ     と う      り      き

  ふ     か わ   と ら    の     す け

な が     み      た つ    や

  か     と う    か つ    み

 も り     や     な お   み ち

ひ ら     た   　 あ や    か
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お
も
ち
ゃ
を
大
切
に
し
た

い
。
そ
ん
な
想
い
を
受
け
止

め
て
く
れ
る
「
お
も
ち
ゃ
の

お
医
者
さ
ん
」
が
い
ま
す
。 

　
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
お
医
者
さ
ん
が

無
料
で
修
理
し
ま
す
！
お
子

さ
ん
が
好
き
な
お
も
ち
ゃ
だ

け
ど
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま

い
修
理
し
て
ほ
し
い
等
の
ご

要
望
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
程(

５
月
〜
９
月)

・
５
月
14
日
㈬

・
６
月
11
日
㈬

・
７
月
９
日
㈬

・
８
月
13
日
㈬

・
９
月
10
日
㈬ 

◇
開
催
日
時
　
　
　

　
毎
月
第
２
水
曜
日

　
11
時
30
分
〜
正
午 

◇
会
場
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
３
会
議
室 

◇
そ
の
他
　
　

・
お
預
か
り
し
た
お
も
ち
ゃ

　
は
、
翌
月
の
開
設
日
に
お

　
返
し
し
ま
す
。 

　

・
壊
れ
た
部
品
や
セ
ッ
ト
に

　
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
全

　
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

・
電
子
ゲ
ー
ム
機
は
、
修
理

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課
　

　
☎
内
線
２
２
４
２
ま
た
は

　
　
６
４
５
５

　
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
お

た
ん
じ
ょ
う
び
か
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
５
月
28
日
㈬

　
10
時
〜
11
時

◇
会
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
３
会
議
室

◇
内
容

　
手
遊
び
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

　
タ
ー
等

◇
予
約
制
　
健
康
こ
ど
も
課

　
へ
事
前
申
込
み

◇
手
形
足
形
プ
レ
ゼ
ン
ト
　

　
対
象
は
、
就
学
前
４
月
、

　
５
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
２
２
４
２
ま
た
は

　
　
６
４
５
５

　
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
輸
血

が
必
要
な
人
へ
の
血
液
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

優
し
さ
と
少
し
の
勇
気
が
大

き
な
力
と
な
り
傷
つ
い
た
人

の
命
を
救
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
献
血
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
献
血
を
行
っ
て
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
後
日
血
液
検
査

の
結
果
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
健
康
管
理
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
５
月
15
日
㈭

　
10
時
〜
正
午
／

　
13
時
30
分
〜
16
時

◇
会
場   

　
小
田
原
百
貨
店

　
真
鶴
店
駐
車
場

◇
年
齢

　
18
歳
〜
69
歳

※

65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳

　
〜
64
歳
に
献
血
を
し
た
方

　
に
限
り
ま
す

※

１
回
の
献
血
量
は
４
０
０

　
ml
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

※

女
性
は
、
前
回
の
献
血
か

　
ら
16
週
以
上
空
け
て
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課

　
☎
内
線
２
３
４
４

　
５
月
か
ら
新
・
は
つ
ら
つ

元
気
塾
が
始
動
し
ま
す
。
健

康
で
元
気
な
生
活
を
送
る
た

め
に
心
身
を
鍛
え
、
介
護
が

必
要
と
な
る
状
態
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
こ
の
機
会
に
運
動

す
る
習
慣
や
認
知
症
の
予
防

を
行
い
ま
し
ょ
う
！

◆
運
動
教
室

　 
は
つ
ら
つ
元
気
塾

◇
日
時(
毎
月
１
回)

　

　
５
月
７
日
㈬

　
13
時
30
分
〜
15
時

※

時
間
帯
注
意

◇
会
場
　
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
堂

◇
対
象
者
　
　

　
65
歳
以
上
で
運
動
し
て
も

　
差
し
支
え
の
な
い
方

◇
持
ち
物
　
　

　
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服

　
装
、
マ
ス
ク
着
用

◇
申
込
方
法
　
　
　

　
新
規
の
方
は
、
事
前
に
保

　
険
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

※

年
間
予
定
表
は
、
役
場
・

　
町
民
セ
ン
タ
ー
・
情
報
セ

　
ン
タ
ー
真
鶴
に
配
架
し
ま

　
す
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ
　

　
保
険
福
祉
課

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
６
５
１
５

　
２
０
２
５
年
４
月
よ
り
お

林
展
望
公
園
が
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
主
体
の
公
園
か
ら
誰
も

が
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
一

般
公
園
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
有
償
で
イ
ベ
ン
ト
や

貸
し
切
り
利
用
も
可
能
で
す
。

※

イ
ベ
ン
ト
や
貸
し
切
り
利

　
用
に
よ
り
一
部
制
限
が
か

　
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
議
会
よ
り
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
存
続
を
求
め
ら

れ
た
た
め
、
一
部
区
域
は
無

料
の
自
主
運
営
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利

用
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
　

　
☎
内
線
６
６
０
５

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
(
視
触
診
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併
用
検
査
)

◇
日
時
　
６
月
10
日
㈫

　
午
前
９
時
か
ら

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　

◇
申
込
期
間
　
　

　
５
月
19
日
㈪
９
時
〜

　
５
月
23
日
㈮
ま
で

◇
申
込
方
法
　
　

　
健
康
こ
ど
も
課
へ
電
話
で

　
申
し
込
み
。

　
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切

　
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

　
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
受
診
し
た
が

　
ん
検
診
で
精
密
検
査
が
必

　
要
と
言
わ
れ
た
方
は
、
主

　
治
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◇
問
診
票
等
の
配
布
　
　

　
申
込
さ
れ
た
方
に
郵
送
い

　
た
し
ま
す
。
検
診
当
日
ま

　
で
に
問
診
票
に
ご
記
入
の

　
う
え
、
検
診
当
日
ご
持
参

　
く
だ
さ
い
。

◇
注
意
事
項

・
自
覚
症
状
が
あ
る
方
は
、

　
検
診
を
待
た
ず
に
医
療
機

　
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

・
同
じ
種
類
の
が
ん
検
診
は
、

　
年
に
１
回
(
集
団
ま
た
は

　
個
別
)
受
診
で
き
ま
す
。

・
次
の
方
は
、
検
診
料
が
免

　
除
に
な
り
ま
す
。
②
、
③

　
の
方
は
、
必
ず
申
込
み
の

　
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前

　
生
ま
れ
の
方

②
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
障

　
が
い
等
の
理
由
で
「
後
期

　
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

　
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
方

③
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属  

　
す
る
方
や
生
活
保
護
法
に

　
よ
る
被
生
活
保
護
世
帯
に

　
属
す
る
方

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
２
３
０
４
ま
た
は

　
　
６
４
５
５

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
放
課
後

に
学
年
の
異
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
っ
た

り
す
る
等
の
活
動
を
と
お
し

て
、
そ
の
楽
し
さ
や
仲
間
づ

く
り
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
　
小
学
１
年
生
か
ら

　
６
年
生
ま
で
の
児
童

※

ク
ラ
ブ
参
加
に
は
、
事
前

　
に
登
録
が
必
要
で
す
。

◇
登
録
方
法

　
学
校
か
ら
配
付
さ
れ
る
申

　
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
の
う
え
、
年
額
保
険
代

　
８
０
０
円
と
年
額
材
料
費

　
２
０
０
円
を
添
え
て
、
町

　
民
セ
ン
タ
ー
２
階
受
付
へ

　
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※

昨
年
度
ま
で
加
入
さ
れ
て

　
い
た
方
も
、
再
度
登
録
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
活
動
日
時

　
毎
週
月
・
金
曜
日

　
15
時
30
分
〜
16
時
30
分

(
長
期
休
業
期
間
・
学
校
休

　
業
日
を
除
く
)

◇
開
催
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
、
情
報
セ

　
ン
タ
ー
真
鶴
な
ど

◇
活
動
内
容

　
工
作
遊
び
、
お
は
な
し
会
、

　
自
由
遊
び
、
ス
ポ
ー
ツ
、

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課

　
☎
内
線
２
２
９
０

お
林
展
望
公
園
が

一
般
公
園
に
な
り
ま
し
た

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

※年齢は、令和８年４月１日現在の年齢

※集団検診では、乳がん検診（視触診のみ）は実施していません。

午前 午後

子宮がん
（頸部）

800円 20歳以上 100人

乳がん
(視触診＋
マンモグラ
フィ併用)

1,500円

●40歳以上の女性で令和７年４月
２日から令和８年４月１日までの
間に誕生日を迎えて偶数年齢にな
る方
●無料クーポンの対象者

80人

・９時
・10時
・11時

・13時
・14時

種類 料金 対象者 定員
受付時間

真
鶴
放
課
後
子
ど
も
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
児
童
募
集

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
も
ち
ゃ
病
院

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
た
ん
じ
ょ
う
び
か
い

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

新
・は
つ
ら
つ
元
気
塾
　

新
年
度
始
動
！
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お
も
ち
ゃ
を
大
切
に
し
た

い
。
そ
ん
な
想
い
を
受
け
止

め
て
く
れ
る
「
お
も
ち
ゃ
の

お
医
者
さ
ん
」
が
い
ま
す
。 

　
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
お
医
者
さ
ん
が

無
料
で
修
理
し
ま
す
！
お
子

さ
ん
が
好
き
な
お
も
ち
ゃ
だ

け
ど
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま

い
修
理
し
て
ほ
し
い
等
の
ご

要
望
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
程(

５
月
〜
９
月)

・
５
月
14
日
㈬

・
６
月
11
日
㈬

・
７
月
９
日
㈬

・
８
月
13
日
㈬

・
９
月
10
日
㈬ 

◇
開
催
日
時
　
　
　

　
毎
月
第
２
水
曜
日

　
11
時
30
分
〜
正
午 

◇
会
場
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
３
会
議
室 

◇
そ
の
他
　
　

・
お
預
か
り
し
た
お
も
ち
ゃ

　
は
、
翌
月
の
開
設
日
に
お

　
返
し
し
ま
す
。 

　

・
壊
れ
た
部
品
や
セ
ッ
ト
に

　
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
全

　
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

・
電
子
ゲ
ー
ム
機
は
、
修
理

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課
　

　
☎
内
線
２
２
４
２
ま
た
は

　
　
６
４
５
５

　
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
お

た
ん
じ
ょ
う
び
か
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
５
月
28
日
㈬

　
10
時
〜
11
時

◇
会
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
３
会
議
室

◇
内
容

　
手
遊
び
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

　
タ
ー
等

◇
予
約
制
　
健
康
こ
ど
も
課

　
へ
事
前
申
込
み

◇
手
形
足
形
プ
レ
ゼ
ン
ト
　

　
対
象
は
、
就
学
前
４
月
、

　
５
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
２
２
４
２
ま
た
は

　
　
６
４
５
５

　
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
輸
血

が
必
要
な
人
へ
の
血
液
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

優
し
さ
と
少
し
の
勇
気
が
大

き
な
力
と
な
り
傷
つ
い
た
人

の
命
を
救
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
献
血
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
献
血
を
行
っ
て
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
後
日
血
液
検
査

の
結
果
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
健
康
管
理
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
５
月
15
日
㈭

　
10
時
〜
正
午
／

　
13
時
30
分
〜
16
時

◇
会
場   

　
小
田
原
百
貨
店

　
真
鶴
店
駐
車
場

◇
年
齢

　
18
歳
〜
69
歳

※

65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳

　
〜
64
歳
に
献
血
を
し
た
方

　
に
限
り
ま
す

※

１
回
の
献
血
量
は
４
０
０

　
ml
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

※

女
性
は
、
前
回
の
献
血
か

　
ら
16
週
以
上
空
け
て
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課

　
☎
内
線
２
３
４
４

　
５
月
か
ら
新
・
は
つ
ら
つ

元
気
塾
が
始
動
し
ま
す
。
健

康
で
元
気
な
生
活
を
送
る
た

め
に
心
身
を
鍛
え
、
介
護
が

必
要
と
な
る
状
態
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
こ
の
機
会
に
運
動

す
る
習
慣
や
認
知
症
の
予
防

を
行
い
ま
し
ょ
う
！

◆
運
動
教
室

　 

は
つ
ら
つ
元
気
塾

◇
日
時(

毎
月
１
回)

　

　
５
月
７
日
㈬

　
13
時
30
分
〜
15
時

※

時
間
帯
注
意

◇
会
場
　
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
堂

◇
対
象
者
　
　

　
65
歳
以
上
で
運
動
し
て
も

　
差
し
支
え
の
な
い
方

◇
持
ち
物
　
　

　
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服

　
装
、
マ
ス
ク
着
用

◇
申
込
方
法
　
　
　

　
新
規
の
方
は
、
事
前
に
保

　
険
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

※

年
間
予
定
表
は
、
役
場
・

　
町
民
セ
ン
タ
ー
・
情
報
セ

　
ン
タ
ー
真
鶴
に
配
架
し
ま

　
す
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ
　

　
保
険
福
祉
課

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
６
５
１
５

　
２
０
２
５
年
４
月
よ
り
お

林
展
望
公
園
が
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
主
体
の
公
園
か
ら
誰
も

が
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
一

般
公
園
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
有
償
で
イ
ベ
ン
ト
や

貸
し
切
り
利
用
も
可
能
で
す
。

※

イ
ベ
ン
ト
や
貸
し
切
り
利

　
用
に
よ
り
一
部
制
限
が
か

　
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
議
会
よ
り
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
存
続
を
求
め
ら

れ
た
た
め
、
一
部
区
域
は
無

料
の
自
主
運
営
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利

用
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
　

　
☎
内
線
６
６
０
５

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
(
視
触
診
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併
用
検
査
)

◇
日
時
　
６
月
10
日
㈫

　
午
前
９
時
か
ら

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　

◇
申
込
期
間
　
　

　
５
月
19
日
㈪
９
時
〜

　
５
月
23
日
㈮
ま
で

◇
申
込
方
法
　
　

　
健
康
こ
ど
も
課
へ
電
話
で

　
申
し
込
み
。

　
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切

　
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

　
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
受
診
し
た
が

　
ん
検
診
で
精
密
検
査
が
必

　
要
と
言
わ
れ
た
方
は
、
主

　
治
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◇
問
診
票
等
の
配
布
　
　

　
申
込
さ
れ
た
方
に
郵
送
い

　
た
し
ま
す
。
検
診
当
日
ま

　
で
に
問
診
票
に
ご
記
入
の

　
う
え
、
検
診
当
日
ご
持
参

　
く
だ
さ
い
。

◇
注
意
事
項

・
自
覚
症
状
が
あ
る
方
は
、

　
検
診
を
待
た
ず
に
医
療
機

　
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

・
同
じ
種
類
の
が
ん
検
診
は
、

　
年
に
１
回
(
集
団
ま
た
は

　
個
別
)
受
診
で
き
ま
す
。

・
次
の
方
は
、
検
診
料
が
免

　
除
に
な
り
ま
す
。
②
、
③

　
の
方
は
、
必
ず
申
込
み
の

　
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前

　
生
ま
れ
の
方

②
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
障

　
が
い
等
の
理
由
で
「
後
期

　
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

　
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
方

③
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属  

　
す
る
方
や
生
活
保
護
法
に

　
よ
る
被
生
活
保
護
世
帯
に

　
属
す
る
方

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
２
３
０
４
ま
た
は

　
　
６
４
５
５

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
放
課
後

に
学
年
の
異
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
っ
た

り
す
る
等
の
活
動
を
と
お
し

て
、
そ
の
楽
し
さ
や
仲
間
づ

く
り
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
　
小
学
１
年
生
か
ら

　
６
年
生
ま
で
の
児
童

※

ク
ラ
ブ
参
加
に
は
、
事
前

　
に
登
録
が
必
要
で
す
。

◇
登
録
方
法

　
学
校
か
ら
配
付
さ
れ
る
申

　
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
の
う
え
、
年
額
保
険
代

　
８
０
０
円
と
年
額
材
料
費

　
２
０
０
円
を
添
え
て
、
町

　
民
セ
ン
タ
ー
２
階
受
付
へ

　
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※

昨
年
度
ま
で
加
入
さ
れ
て

　
い
た
方
も
、
再
度
登
録
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
活
動
日
時

　
毎
週
月
・
金
曜
日

　
15
時
30
分
〜
16
時
30
分

(
長
期
休
業
期
間
・
学
校
休

　
業
日
を
除
く
)

◇
開
催
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
、
情
報
セ

　
ン
タ
ー
真
鶴
な
ど

◇
活
動
内
容

　
工
作
遊
び
、
お
は
な
し
会
、

　
自
由
遊
び
、
ス
ポ
ー
ツ
、

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課

　
☎
内
線
２
２
９
０

お
林
展
望
公
園
が

一
般
公
園
に
な
り
ま
し
た

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

※年齢は、令和８年４月１日現在の年齢

※集団検診では、乳がん検診（視触診のみ）は実施していません。

午前 午後

子宮がん
（頸部）

800円 20歳以上 100人

乳がん
(視触診＋
マンモグラ
フィ併用)

1,500円

●40歳以上の女性で令和７年４月
２日から令和８年４月１日までの
間に誕生日を迎えて偶数年齢にな
る方
●無料クーポンの対象者

80人

・９時
・10時
・11時

・13時
・14時

種類 料金 対象者 定員
受付時間

真
鶴
放
課
後
子
ど
も
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
児
童
募
集

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
も
ち
ゃ
病
院

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
た
ん
じ
ょ
う
び
か
い

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

新
・
は
つ
ら
つ
元
気
塾
　

新
年
度
始
動
！
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Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｉ
ｄ
真

鶴
実
行
委
員
会
よ
り
、
「
お

林
保
全
基
金
」
へ
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
る

「
お
林
」
を
守
る
た
め
大
切

に
活
用
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
　

　
☎
内
線
６
６
０
５

　
真
鶴
町
役
場
庁
舎
で
は
、

電
話
応
対
の
品
質
向
上
と
ト

ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
２
０

２
５
年
３
月
31
日
㈪
に
通
話

録
音
装
置
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
町
役
場
に
電
話
を
か
け
る

と
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流

れ
ま
す
が
、
終
わ
り
次
第
電

話
が
つ
な
が
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
防
災
課
　

　
☎
内
線
６
２
５
５

　
シ
ス
テ
ム
の
修
繕
作
業
の

た
め
、
５
月
21
日
㈬
の
６
時

30
分
〜
23
時
の
間
は
コ
ン
ビ

ニ
で
の
住
民
票
の
写
し
お
よ

び
印
鑑
証
明
書
の
交
付
サ
ー

ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。

役
場
窓
口
(
８
時
30
分
〜
17

時
15
分
)
で
の
取
得
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
　

■
問
い
合
わ
せ 

　
税
務
町
民
課
　

　
☎
内
線
２
２
２
９

　
２
０
２
４
年
12
月
に
実
施

し
た
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

(
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
)
の

有
効
活
用
公
募
結
果
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
応
募
者
数

　
２
事
業
者

◇
公
募
結
果
　
　
　

　
両
事
業
者
と
も
に
施
設
活

　
用
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇
理
由

　
事
業
者
①
活
用
概
要
が
募

　
集
目
的
に
添
っ
て
い
な
い

　
た
め
。

　
事
業
者
②
辞
退

■
問
い
合
わ
せ 

　
保
険
福
祉
課
　

　
☎
内
線
２
３
４
４

　
神
奈
川
県
で
は
、
都
市
計

画
の
目
標
な
ど
の
基
本
方
針

を
示
し
た
「
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
」
の
変
更
の
案
を
と
り

ま
と
め
、
次
の
と
お
り
案
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
期

限
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間

　
５
月
13
日
㈫
か
ら 

　
５
月
27
日
㈫
ま
で

◇
縦
覧
・
意
見
書
の
受
付
場
所

・
県
都
市
計
画
課
　

　
☎
０
４
５
・
２
１
０
・

　
　
６
１
７
５

・
真
鶴
町
ま
ち
づ
く
り
課
　

　
☎
内
線
６
５
５
５

◇
意
見
書
提
出
の
対
象
者

　
真
鶴
町
ま
た
は
湯
河
原
町

　
の
住
民
お
よ
び
利
害
関
係

　
人

◇
意
見
書
の
提
出
方
法

　
直
接
持
参
、
郵
送
、
電
子

　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

　
県
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー

　
ム(
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
)

◇
意
見
書
の
様
式

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

　
な
ど
を
明
記
し
た
所
定
の

　
用
紙

■
問
い
合
わ
せ

　
ま
ち
づ
く
り
課

　
☎
内
線
６
５
５
５

　
４
月
26
日
よ
り
琴
ケ
浜
町

有
地
で
駐
車
場
が
開
設
さ
れ

ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
期
間
中
は
真
鶴
町
民
の
割

引(

無
料)

を
実
施
い
た
し
ま

す
。
割
引
を
受
け
る
た
め
に

は
原
則
役
場
へ
の
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
方
法
な
ど
の

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課

　
☎
内
線
６
３
６
０

　
夏
の
暑
さ
対
策
に
、
環
境

に
や
さ
し
い
緑
の
カ
ー
テ
ン

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。
例
年

好
評
の
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
今
年

も
お
分
け
し
ま
す
。

◇
申
し
込
み
　
　

　
５
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
に

　
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
配
布
日
　
　

　
５
月
16
日
㈮

　
９
時
〜
17
時

◇
配
布
場
所
　
　

　
役
場
１
階
　
税
務
町
民
課

◇
対
象
　
町
内
在
住
者

◇
配
布
数
　
　

　
４
株×

20
世
帯
(
先
着
)

◇
協
力
　
　

　
か
な
が
わ
西
湘
農
業
協
同

　
組
合
(
苗
の
提
供
)

◇
注
意
事
項
　
　

　
必
ず
事
前
予
約
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。
お
受
け
取
り
の

　
際
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
税
務
町
民
課

　
☎
内
線
２
１
８
８
　
　

◇
開
催
予
定
日

　
６
月
４
日
㈬
、
５
日
㈭
、

　
12
日
㈭
、
13
日
㈮

※

正
式
な
日
程
は
定
例
会
の

　
約
１
週
間
前
に
決
ま
り
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
い

　
た
し
ま
す
。

　
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
、

役
場
３
階
議
会
事
務
局
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
議
会
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
を
し
ま
す
。
ラ

イ
ブ
配
信
の
ほ
か
、
ア
ー
カ

イ
ブ
で
も
自
由
に
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
視

　
聴
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　
議
会
事
務
局

　
☎
内
線
２
２
１
９

◇
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　
特
別
弔
慰
金
は
、
今
日
の

　
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の
礎

　
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊

　
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、

　
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の

　
意
を
表
す
た
め
、
戦
没
者

　
等
の
ご
遺
族
に
支
給
す
る

　
も
の
で
す
。

◇
支
給
対
象
者

　
２
０
２
５
年
４
月
１
日
　

　(

基
準
日)

に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

　
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

　
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

　
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る

　
方
(
戦
没
者
等
の
妻
や
父

　
母
等
)
が
い
な
い
場
合
に
、

　
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

　
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

⑴
２
０
２
５
年
４
月
１
日
ま

　
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

　
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

　
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

　
方

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶
戦
没
者
等
の

　
①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母

　
④
兄
弟
姉
妹

※

戦
没
者
等
の
死
亡
日
時
、 

　
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る

　
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し

　
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、

　
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

⑷
上
記
⑴
か
ら
⑶
以
外
の
戦

　
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親

　
族(

甥
、
姪
等)

※

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

　
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生

　
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

　
に
限
り
ま
す
。

◇
支
給
内
容

　
額
面
27
万
５
千
円
、

　
５
年
償
還
の
記
名
国
債

◇
請
求
期
間

　
２
０
２
５
年
４
月
１
日
か

　
ら
２
０
２
８
年
３
月
31
日

(
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
特

　
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と

　
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

　
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。)

◇
請
求
窓
口

　
保
険
福
祉
課

　
請
求
手
続
き
な
ど
の
詳
細

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課

　
☎
内
線
２
３
２
７

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

◇
日
時

　５
月
24
日
㈯

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容

　
成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言

　
な
ど

◇
費
用
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課

　
☎
内
線
２
１
３
８

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
挑
戦
！

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
お
林
保
全
基
金
」へ
の

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

町
役
場
の
電
話
応
対
に
お
け

る
通
話
録
音
に
つ
い
て

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？ 

〜
６
月
議
会
定
例
会
〜

特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

第
８
回
線
引
き
見
直
し
の

都
市
計
画
案
の
縦
覧
等
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

有
効
活
用
者
公
募
結
果

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
停
止
に
つ
い
て

行
政
書
士
無
料
相
談
会

琴
ケ
浜
町
有
地
の
駐
車
場

が
開
設
さ
れ
ま
す
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Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｉ
ｄ
真

鶴
実
行
委
員
会
よ
り
、
「
お

林
保
全
基
金
」
へ
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
る

「
お
林
」
を
守
る
た
め
大
切

に
活
用
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
　

　
☎
内
線
６
６
０
５

　
真
鶴
町
役
場
庁
舎
で
は
、

電
話
応
対
の
品
質
向
上
と
ト

ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
２
０

２
５
年
３
月
31
日
㈪
に
通
話

録
音
装
置
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
町
役
場
に
電
話
を
か
け
る

と
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流

れ
ま
す
が
、
終
わ
り
次
第
電

話
が
つ
な
が
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
防
災
課
　

　
☎
内
線
６
２
５
５

　
シ
ス
テ
ム
の
修
繕
作
業
の

た
め
、
５
月
21
日
㈬
の
６
時

30
分
〜
23
時
の
間
は
コ
ン
ビ

ニ
で
の
住
民
票
の
写
し
お
よ

び
印
鑑
証
明
書
の
交
付
サ
ー

ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。

役
場
窓
口
(
８
時
30
分
〜
17

時
15
分
)
で
の
取
得
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
　

■
問
い
合
わ
せ 

　
税
務
町
民
課
　

　
☎
内
線
２
２
２
９

　
２
０
２
４
年
12
月
に
実
施

し
た
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

(
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
)
の

有
効
活
用
公
募
結
果
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
応
募
者
数

　
２
事
業
者

◇
公
募
結
果
　
　
　

　
両
事
業
者
と
も
に
施
設
活

　
用
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇
理
由

　
事
業
者
①
活
用
概
要
が
募

　
集
目
的
に
添
っ
て
い
な
い

　
た
め
。

　
事
業
者
②
辞
退

■
問
い
合
わ
せ 

　
保
険
福
祉
課
　

　
☎
内
線
２
３
４
４

　
神
奈
川
県
で
は
、
都
市
計

画
の
目
標
な
ど
の
基
本
方
針

を
示
し
た
「
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
」
の
変
更
の
案
を
と
り

ま
と
め
、
次
の
と
お
り
案
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
期

限
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間

　
５
月
13
日
㈫
か
ら 

　
５
月
27
日
㈫
ま
で

◇
縦
覧
・
意
見
書
の
受
付
場
所

・
県
都
市
計
画
課
　

　
☎
０
４
５
・
２
１
０
・

　
　
６
１
７
５

・
真
鶴
町
ま
ち
づ
く
り
課
　

　
☎
内
線
６
５
５
５

◇
意
見
書
提
出
の
対
象
者

　
真
鶴
町
ま
た
は
湯
河
原
町

　
の
住
民
お
よ
び
利
害
関
係

　
人

◇
意
見
書
の
提
出
方
法

　
直
接
持
参
、
郵
送
、
電
子

　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

　
県
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー

　
ム(

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
)

◇
意
見
書
の
様
式

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

　
な
ど
を
明
記
し
た
所
定
の

　
用
紙

■
問
い
合
わ
せ

　
ま
ち
づ
く
り
課

　
☎
内
線
６
５
５
５

　
４
月
26
日
よ
り
琴
ケ
浜
町

有
地
で
駐
車
場
が
開
設
さ
れ

ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
期
間
中
は
真
鶴
町
民
の
割

引(

無
料)

を
実
施
い
た
し
ま

す
。
割
引
を
受
け
る
た
め
に

は
原
則
役
場
へ
の
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
方
法
な
ど
の

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課

　
☎
内
線
６
３
６
０

　
夏
の
暑
さ
対
策
に
、
環
境

に
や
さ
し
い
緑
の
カ
ー
テ
ン

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。
例
年

好
評
の
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
今
年

も
お
分
け
し
ま
す
。

◇
申
し
込
み
　
　

　
５
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
に

　
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
配
布
日
　
　

　
５
月
16
日
㈮

　
９
時
〜
17
時

◇
配
布
場
所
　
　

　
役
場
１
階
　
税
務
町
民
課

◇
対
象
　
町
内
在
住
者

◇
配
布
数
　
　

　
４
株×

20
世
帯
(
先
着
)

◇
協
力
　
　

　
か
な
が
わ
西
湘
農
業
協
同

　
組
合
(
苗
の
提
供
)

◇
注
意
事
項
　
　

　
必
ず
事
前
予
約
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。
お
受
け
取
り
の

　
際
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
税
務
町
民
課

　
☎
内
線
２
１
８
８
　
　

◇
開
催
予
定
日

　
６
月
４
日
㈬
、
５
日
㈭
、

　
12
日
㈭
、
13
日
㈮

※

正
式
な
日
程
は
定
例
会
の

　
約
１
週
間
前
に
決
ま
り
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
い

　
た
し
ま
す
。

　
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
、

役
場
３
階
議
会
事
務
局
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
議
会
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
を
し
ま
す
。
ラ

イ
ブ
配
信
の
ほ
か
、
ア
ー
カ

イ
ブ
で
も
自
由
に
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
視

　
聴
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　
議
会
事
務
局

　
☎
内
線
２
２
１
９

◇
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　
特
別
弔
慰
金
は
、
今
日
の

　
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の
礎

　
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊

　
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、

　
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の

　
意
を
表
す
た
め
、
戦
没
者

　
等
の
ご
遺
族
に
支
給
す
る

　
も
の
で
す
。

◇
支
給
対
象
者

　
２
０
２
５
年
４
月
１
日
　

　(

基
準
日)

に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

　
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

　
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

　
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る

　
方
(
戦
没
者
等
の
妻
や
父

　
母
等
)
が
い
な
い
場
合
に
、

　
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

　
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

⑴
２
０
２
５
年
４
月
１
日
ま

　
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

　
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

　
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

　
方

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶
戦
没
者
等
の

　
①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母

　
④
兄
弟
姉
妹

※

戦
没
者
等
の
死
亡
日
時
、 

　
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る

　
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し

　
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、

　
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

⑷
上
記
⑴
か
ら
⑶
以
外
の
戦

　
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親

　
族(

甥
、
姪
等)

※

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

　
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生

　
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

　
に
限
り
ま
す
。

◇
支
給
内
容

　
額
面
27
万
５
千
円
、

　
５
年
償
還
の
記
名
国
債

◇
請
求
期
間

　
２
０
２
５
年
４
月
１
日
か

　
ら
２
０
２
８
年
３
月
31
日

(
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
特

　
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と

　
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

　
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。)

◇
請
求
窓
口

　
保
険
福
祉
課

　
請
求
手
続
き
な
ど
の
詳
細

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課

　
☎
内
線
２
３
２
７

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

◇
日
時

　５
月
24
日
㈯

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容

　
成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言

　
な
ど

◇
費
用
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課

　
☎
内
線
２
１
３
８

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
挑
戦
！

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
お
林
保
全
基
金
」へ
の

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

町
役
場
の
電
話
応
対
に
お
け

る
通
話
録
音
に
つ
い
て

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？ 

〜
６
月
議
会
定
例
会
〜

特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

第
８
回
線
引
き
見
直
し
の

都
市
計
画
案
の
縦
覧
等
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

有
効
活
用
者
公
募
結
果

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
停
止
に
つ
い
て

行
政
書
士
無
料
相
談
会

琴
ケ
浜
町
有
地
の
駐
車
場

が
開
設
さ
れ
ま
す
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令
和
７
年
４
月
分
か
ら
令

和
８
年
３
月
分
ま
で
の
国
民

年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
７
,

５
１
０
円
で
す
。

　
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に

よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ

等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ

し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な

い
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文

書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を

お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
未

納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、

強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ

て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ
れ

た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い

場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、※

納
付

義
務
の
あ
る
方
の
財
産
が
差

し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

税
務
町
民
課
窓
口
ま
た
は
小

田
原
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※

納
付
義
務
者
は
被
保
険
者

　
本
人
、
連
帯
し
て
納
付
す

　
る
義
務
を
負
う
配
偶
者
及

　
び
世
帯
主
で
す
。
　

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
町
民
課
　

　
内
線
２
３
３
９

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

　
☎
０
４
６
５
・
22
・

　
　
１
３
９
１

　

◇
エ
イ
ズ
相
談
・検
査

　
５
月
15
日
㈭

　
９
時
〜
11
時

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健

   

福
祉
相
談

　
５
月
９
日
㈮
、
20
日
㈫
、

　
６
月
３
日
㈫

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
５
月
22
日
㈭

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
５
月
22
日
㈭

　
９
時
〜
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
０
４
６
５
・
32
・

　
　
８
０
０
０

・
療
育
歯
科
相
談

(
内
線
３
２
３
７
)
　

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

(
内
線
３
２
４
４
)

※

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

　
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
学
校
と
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
と
の
連
携
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
教
育
委
員
会
と

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
が
連

携
・
協
働
し
、
不
登
校
で
悩

む
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
等

を
対
象
に
相
談
会
を
行
い
、

一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
自
立

や
学
校
生
活
の
再
開
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時

　
６
月
７
日
㈯

　
13
時
〜
16
時
30
分

(
受
付
12
時
30
分
〜
16
時
)

◇
会
場

　
神
奈
川
県
立
青
少
年
セ
ン

　
タ
ー
(
横
浜
市
西
区
紅

　
葉
ヶ
丘
９-

１
)

◇
内
容

　
不
登
校
経
験
者
や
保
護
者

　
に
よ
る
座
談
会
、
フ
リ
ー

　
ス
ク
ー
ル
等
活
動
紹
介
、

　
個
別
相
談
会
な
ど

◇
主
催
　
　

　
神
奈
川
県
学
校
・
フ
リ
ー

　
ス
ク
ー
ル
等
連
携
協
議
会
、

　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

◇
そ
の
他
　
　

　
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し

　
込
み
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教

　
育
局
支
援
部
　
子
ど
も
教

　
育
支
援
課
小
中
学
校
生
徒

　
指
導
グ
ル
ー
プ
　

　
☎
０
４
５
・
２
１
０
・

　
　
８
２
９
２(

直
通
)

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所
の

相
談
と
検
査

不
登
校
相
談
会
の

お
知
ら
せ

　
 コミュニティ真鶴は、真鶴町まちづくり条例
「美の基準」を象徴する場として、1994年に
建設された公共施設です。　　
　レンタルスペース3部屋のご利用や、ゆっ
くりお茶を飲んだり、休憩もできる「コミュニ
ティスペース」を月、水、金、土の10時～17
時に開館しています。　　　　　　　
　駐車場は地下5台分。大変狭いので、ご利
用の際はご注意ください。
　　　　　 所在地：真鶴町真鶴504番地１
　　　　  指定管理者：（一社）真鶴未来塾

コミュニティ真鶴 受付☎ 0465-68-0789　

（受付オープン日時：月・水・金・土曜日10時～17時）※年末年始休

mail: info@manazurumirai.jp   (一般社団法人真鶴未来塾)　

料金表など詳細は、

HPからもご確認い

ただけます！

「コミュニティ真鶴」からのお知らせ

日時が変更になる場合もございますので、
詳細はお問い合わせください！

ホームページFacebook

〇５月９日(金)15時～：キッズ運動教室
　（学年によって時間帯が異なります）
〇5月12日(月)16時～17時：習字教室（毛筆）
〇5月14日(水)13時30分～：
　コミュニティ真鶴にバイオネスト※をつくろう！
　（※落ち葉や草木などを活用してつくる、たい肥づくり）
〇5月16日㈮15時～：キッズ運動教室
　（学年によって時間帯が異なります）
〇5月17日㈯13時～15時・15時～17時：
　「ひとりごと」でおはなししよう
〇5月26日(月) 16時～17時：習字教室（硬筆）
〇5月24日(土）10時～12時：真鶴空き家勉強会
〇5月28日(水）13時～15時：ワラーチ・ワークショップ
〇5月(日程未定）(水）10時～12時：花とステキに暮らす
その他、ヨガのお教室・英語教室も開催中！！！
◆こちらの予定は一部です。詳細をお聞きになりたい方、見学をされた

　い方、新たに「お教室」を始めてみたい「先生」からのご相談もお待ち

　しております！

真鶴町お知らせメールへのご登録を！

□問い合わせ　総務防災課　☎内線６２６０　

▼ご登録は、下のＱＲよりお進みください▼
ＰＣ・スマートフォンの場合 フィーチャーフォン（ガラケー）の場合

■お問い合わせ・お部屋の予約はこちらまで！

2025年5月のスケジュール〔予定〕
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令
和
７
年
４
月
分
か
ら
令

和
８
年
３
月
分
ま
で
の
国
民

年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
７
,

５
１
０
円
で
す
。

　
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に

よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ

等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ

し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な

い
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文

書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を

お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
未

納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、

強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ

て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ
れ

た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い

場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、※

納
付

義
務
の
あ
る
方
の
財
産
が
差

し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

税
務
町
民
課
窓
口
ま
た
は
小

田
原
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※

納
付
義
務
者
は
被
保
険
者

　
本
人
、
連
帯
し
て
納
付
す

　
る
義
務
を
負
う
配
偶
者
及

　
び
世
帯
主
で
す
。
　

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
町
民
課
　

　
内
線
２
３
３
９

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

　
☎
０
４
６
５
・
22
・

　
　
１
３
９
１

　

◇
エ
イ
ズ
相
談
・検
査

　
５
月
15
日
㈭

　
９
時
〜
11
時

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健

   

福
祉
相
談

　
５
月
９
日
㈮
、
20
日
㈫
、

　
６
月
３
日
㈫

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
５
月
22
日
㈭

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
５
月
22
日
㈭

　
９
時
〜
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
０
４
６
５
・
32
・

　
　
８
０
０
０

・
療
育
歯
科
相
談

(
内
線
３
２
３
７
)
　

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

(
内
線
３
２
４
４
)

※

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

　
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
学
校
と
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
と
の
連
携
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
教
育
委
員
会
と

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
が
連

携
・
協
働
し
、
不
登
校
で
悩

む
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
等

を
対
象
に
相
談
会
を
行
い
、

一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
自
立

や
学
校
生
活
の
再
開
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時

　
６
月
７
日
㈯

　
13
時
〜
16
時
30
分

(
受
付
12
時
30
分
〜
16
時
)

◇
会
場

　
神
奈
川
県
立
青
少
年
セ
ン

　
タ
ー
(
横
浜
市
西
区
紅

　
葉
ヶ
丘
９-

１
)

◇
内
容

　
不
登
校
経
験
者
や
保
護
者

　
に
よ
る
座
談
会
、
フ
リ
ー

　
ス
ク
ー
ル
等
活
動
紹
介
、

　
個
別
相
談
会
な
ど

◇
主
催
　
　

　
神
奈
川
県
学
校
・
フ
リ
ー

　
ス
ク
ー
ル
等
連
携
協
議
会
、

　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

◇
そ
の
他
　
　

　
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し

　
込
み
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教

　
育
局
支
援
部
　
子
ど
も
教

　
育
支
援
課
小
中
学
校
生
徒

　
指
導
グ
ル
ー
プ
　

　
☎
０
４
５
・
２
１
０
・

　
　
８
２
９
２(

直
通
)

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所
の

相
談
と
検
査

不
登
校
相
談
会
の

お
知
ら
せ

　
 コミュニティ真鶴は、真鶴町まちづくり条例
「美の基準」を象徴する場として、1994年に
建設された公共施設です。　　
　レンタルスペース3部屋のご利用や、ゆっ
くりお茶を飲んだり、休憩もできる「コミュニ
ティスペース」を月、水、金、土の10時～17
時に開館しています。　　　　　　　
　駐車場は地下5台分。大変狭いので、ご利
用の際はご注意ください。
　　　　　 所在地：真鶴町真鶴504番地１
　　　　  指定管理者：（一社）真鶴未来塾

コミュニティ真鶴 受付☎ 0465-68-0789　

（受付オープン日時：月・水・金・土曜日10時～17時）※年末年始休

mail: info@manazurumirai.jp   (一般社団法人真鶴未来塾)　

料金表など詳細は、

HPからもご確認い

ただけます！

「コミュニティ真鶴」からのお知らせ

日時が変更になる場合もございますので、
詳細はお問い合わせください！

ホームページFacebook

〇５月９日(金)15時～：キッズ運動教室
　（学年によって時間帯が異なります）
〇5月12日(月)16時～17時：習字教室（毛筆）
〇5月14日(水)13時30分～：
　コミュニティ真鶴にバイオネスト※をつくろう！
　（※落ち葉や草木などを活用してつくる、たい肥づくり）
〇5月16日㈮15時～：キッズ運動教室
　（学年によって時間帯が異なります）
〇5月17日㈯13時～15時・15時～17時：
　「ひとりごと」でおはなししよう
〇5月26日(月) 16時～17時：習字教室（硬筆）
〇5月24日(土）10時～12時：真鶴空き家勉強会
〇5月28日(水）13時～15時：ワラーチ・ワークショップ
〇5月(日程未定）(水）10時～12時：花とステキに暮らす
その他、ヨガのお教室・英語教室も開催中！！！
◆こちらの予定は一部です。詳細をお聞きになりたい方、見学をされた

　い方、新たに「お教室」を始めてみたい「先生」からのご相談もお待ち

　しております！

真鶴町お知らせメールへのご登録を！

□問い合わせ　総務防災課　☎内線６２６０　

▼ご登録は、下のＱＲよりお進みください▼
ＰＣ・スマートフォンの場合 フィーチャーフォン（ガラケー）の場合

■お問い合わせ・お部屋の予約はこちらまで！

2025年5月のスケジュール〔予定〕
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メ
レ
ま
な
づ
る

　
み
ん
な
で
発
声
練
習
〜
や
さ
し

い
童
謡
〜
新
し
い
歌
な
ど
を
楽
し

く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
５
月
18
日
㈰

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

  

月
１
回 

毎
月
第
３
日
曜
日

◇
場
所
　
情
報
セ
ン
タ
ー
真
鶴

　
１
階
　
映
像
ホ
ー
ル

◇
対
象
　 

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
シ

　
ニ
ア
ま
で
ど
な
た
で
も
。

◇
参
加
費
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
グ
ー
テ
・
ム
ジ
ー
ク

  gute_0323@yahoo.co.jp

  

第
29
回
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

「
大
切
な
家
を
住
み
継
ぐ
、

　
公
的
な
制
度
を
知
ろ
う
」

◇
日
時

　
５
月
24
日
㈯
10
時
〜
正
午

◇
場
所

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
２
階

◇
協
力
　
久
我
亜
花
里
さ
ん

　
一
般
社
団
法
人
移
住
・
住
み
か

　
え
支
援
機
構(

Ｊ
Ｔ
Ｉ)

◇
内
容 

　
事
業
目
的
で
は
な
く
個
人
の
想

　
い
に
特
化
し
た
、
国
の
基
金
の

　
債
務
保
証
も
あ
る｢

マ
イ
ホ
ー

　
ム
借
上
げ
制
度｣

の
お
話
を
聞

　
き
ま
す
。
劣
化
を
防
ぎ
家
の
価

　
値
を
維
持
す
る
こ
と
に
も
繋
が

　
る
取
組
み
で
す
。
お
気
軽
に
ご

　
参
加
く
だ
さ
い
！

◇
参
加
費
　
５
０
０
円

◇
主
催
　
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

　
チ
ー
ム

(
有
志
団
体
)
　

■
問
い
合
わ
せ

　
☎
０
９
０
・
２
６
３
１

　
・
９
４
１
８
(
藤
井
)

 

真
鶴
歌
声
の
会

　

　
ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
の
生
伴
奏

で
、
唱
歌
や
歌
謡
曲
な
ど
を
元
気

に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
５
月
22
日
㈭

　
10
時
〜
11
時
30
分

(
受
付 

９
時
40
分
〜
)

◇
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
義
室

◇
会
費
　
５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
事
前
予
約
制
・
お
電
話
で

　
真
鶴
歌
声
の
会
　

☎
０
８
０
・
１
１
３
８
・

　
５
３
１
７ 

ミ
ヤ
ザ
ワ
ま
で

琴
ヶ
浜
研
修
セ
ン
タ
ー
で

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　
琴
ヶ
浜
研
修
セ
ン
タ
ー
を
舞
台

に
２
０
２
５
年
１
月
よ
り
、
「
真

鶴
ア
ー
ト
サ
イ
ト
(
仮
)
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
し
い
文
化
施
設
の
創
出
を
地
域

の
皆
さ
ま
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
連
携
し
行
っ
て

い
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

◇
開
催
日
時

　
５
月
１
日
㈭
〜
５
月
６
日
㈫

　
11
時
〜
18
時

◇
会
場

　
琴
ヶ
浜
研
修
セ
ン
タ
ー
　

(
真
鶴
町
真
鶴
１
１
６
０
)

◇
入
場
料
　
無
料

(
入
退
場
自
由
)

◇
主
催
　
一
般
社
団
法
人nor

、

　
株
式
会
社enigma

◇
コ
ン
テ
ン
ツ

　デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

　イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示

　ShuheiMatsuyama

「Floating Scape

」

「
現
代
的
な
日
本
観
」
の
追
究
を

　
テ
ー
マ
に
制
作
を
行
う
シ
リ
ー

　
ズ
の
新
作
の
ワ
ー
ク
イ
ン
プ
ロ

　
グ
レ
ス
作
品
。
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン

　
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
ス
ケ
ー
ル

　
の
操
作
や
時
間
軸
を
超
え
た
融

　
合
、
動
的
な
変
化
を
取
り
入
れ

　
た
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
「
枯

　
山
水
」
を
生
成
す
る
作
品
で
す
。

　
真
鶴
町
の
「
岩
」
の
ス
キ
ャ
ン

　
デ
ー
タ
を
用
い
て
構
築
し
た

「Floating 
Scape 

真
鶴
バ
ー

　
ジ
ョ
ン
」
を
展
示
し
ま
す
。

　ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　

「
真
鶴
ア
ー
ト
サ
イ
ト
の

　可
能
性
」

「
ア
ー
ト
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

　
に
関
わ
る
開
発
を
進
め
て
い
く

　
可
能
性
に
つ
い
て
ご
登
壇
頂
く

　
皆
さ
ま
と
議
論
さ
せ
て
頂
く
　

　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
　

　
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
終
了
後
懇

　
親
会
を
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

　 

開
催
日
時
　
５
月
５
日
㈪

　
16
時
〜
18
時(

予
定)

   

入
場
料

　
無
料
(
入
退
場
自
由
)

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
展

 

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
琴
ヶ
浜
研 

　
修
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
で
は
、

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
展
が
行
わ

　
れ
ま
す
。
琴
ヶ
浜
の
景
色
を
楽

　
し
み
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ

　
ル
メ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
詳
細
・
問
い
合
わ
せ

　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

　

健康こども課　☎内線2325

よく噛んで食べることは、速食いを防止して満腹感が得られやすくなり、肥満予防に
つながります。また、ゆっくり味わうことで、うす味・適量で満足感が得られます。あごの
発育や虫歯予防、脳の発達や認知症予防にもなるなど、いいことがたくさんあります。

管理栄養士の健康レシピ

「ゆっくりよく噛んで食べよう」

「たけのこ入り麻婆豆腐」
◆材料　　4人分
豚ひき肉　　　　　　
豆腐　　　　　　　　　　
ゆでたけのこ　　　　　
長ネギ　　　　　　
にんにく　　　　　　　　
しょうが　　　　　　　　
ごま油　　　　　　　　
水　　　　　　　　　　
鶏がらスープの素　　　
砂糖　　　　　　　　　　
しょうゆ　　　　　　　　
みそ　　　　　　　　
豆板醤　　　　　　　　　
水溶き片栗粉　　　　　
小ねぎ　　　　　　　　

200ｇ
1丁　
150ｇ
1/2本
１かけ
１かけ
小さじ２
１カップ
小さじ1
大さじ1
大さじ1
大さじ1
小さじ1/3
適量
お好みで

たけのこの栄養
たけのこは食物繊維やカリウムが豊富で、便秘や大腸がんの予防、
高血圧予防に効果が期待できます。

作り方

１

２

豆腐は水切りして、1～2㎝角に切る。たけのこは薄切り、長ネギ、
にんにく、しょうがはみじん切りにする。ボウルに水、鶏ガラスー
プの素、砂糖、しょうゆ、みそ、豆板醤を混ぜ合わせておく。

フライパンにごま油を熱し、にんにく、しょうがを炒める。
香りが出たら、豚ひき肉、長ネギ加えて炒める。

（１人分244kcal  塩分1.6g　野菜量60ｇ）

３ たけのこを加えさらに炒める。ボウルに混ぜ合わせておいた
調味料と豆腐を加え、煮る。

４ 水溶き片栗粉を加えて3分程度煮込み、とろみをつける。

５ お好みで小ねぎをちらす。

真鶴町総合計画できました
　2025～2028年度に向けた「総合計画 後期計画」を策定しました。

2024年秋から町民対話会を９回、オープンハウス形式による情報セ

ンターでの町民意見聴取、総合計画審議会を10月、12月、3月の計3

回を開催するなかで、多くの町民の皆さまにご意見や声をいただき、

それを反映することができました。改めてありがとうございました。

■めざすべきまちの将来像

小さくて昔から変わらないけれど、実は最先端。

のんびりスマート真鶴

◎3月の審議会ではこんな意見が出ました

　（答申内容）

①　町民参画と対話の充実について

・町民対話を通じた策定プロセスは〇

・今後は事前の情報提供の充実、より実りある対話の場を

②　町内人材の活用と育成について

・町には多様なスキルを持つ人材が増えている

・「人材バンク」をつくり、町にいる人材・力を活かす方策を

③　地域通貨による経済活性化について

・地域通貨は「地域のつながりや感謝を表現する手段」でも

　ある。社会実験から始め、段階的に展開を

④　観光・交流の促進について

・アート活用などの交流人口増加には、来訪者の町内での

　消費活動を意識した仕組みづくりが重要

・「外の目を意識する」視点を持ち、各事業に取り組んでほ

　しい

⑤　重点政策の着実な推進

・政策実現には「あれか、これか」という選択と集中が重要

・進捗を定期的に評価・検証し見直して、町民へ共有を

1. 歩いて暮らせる町

2. みんなで分かち合う町

3. 便利な技術がひっそりと支える昔ながらの町

4. 民間の土地活用を後押しする町

5. 環境と経済を両立する町

6. 「小さな人だまり」と大きな広場のある町

7. そのままの自然が人を集める町

8. これからの時代を生き抜く力を育む町

9. 生涯学習と生涯現役の町

10.芸術と建築を楽しめる街歩きの町

住宅供給を増やす・公共交通を充実させる・地域通貨を導入する

３つの重点政策

表紙イメージ

＜問い合わせ　政策推進課　☎内線６２０５＞
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メ
レ
ま
な
づ
る

　
み
ん
な
で
発
声
練
習
〜
や
さ
し

い
童
謡
〜
新
し
い
歌
な
ど
を
楽
し

く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
５
月
18
日
㈰

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

  

月
１
回 

毎
月
第
３
日
曜
日

◇
場
所
　
情
報
セ
ン
タ
ー
真
鶴

　
１
階
　
映
像
ホ
ー
ル

◇
対
象
　 

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
シ

　
ニ
ア
ま
で
ど
な
た
で
も
。

◇
参
加
費
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
グ
ー
テ
・
ム
ジ
ー
ク

  gute_0323@yahoo.co.jp

  

第
29
回
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

「
大
切
な
家
を
住
み
継
ぐ
、

　
公
的
な
制
度
を
知
ろ
う
」

◇
日
時

　
５
月
24
日
㈯
10
時
〜
正
午

◇
場
所

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
２
階

◇
協
力
　
久
我
亜
花
里
さ
ん

　
一
般
社
団
法
人
移
住
・
住
み
か

　
え
支
援
機
構(

Ｊ
Ｔ
Ｉ)

◇
内
容 

　
事
業
目
的
で
は
な
く
個
人
の
想

　
い
に
特
化
し
た
、
国
の
基
金
の

　
債
務
保
証
も
あ
る｢

マ
イ
ホ
ー

　
ム
借
上
げ
制
度｣

の
お
話
を
聞

　
き
ま
す
。
劣
化
を
防
ぎ
家
の
価

　
値
を
維
持
す
る
こ
と
に
も
繋
が

　
る
取
組
み
で
す
。
お
気
軽
に
ご

　
参
加
く
だ
さ
い
！

◇
参
加
費
　
５
０
０
円

◇
主
催
　
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

　
チ
ー
ム

(
有
志
団
体
)
　

■
問
い
合
わ
せ

　
☎
０
９
０
・
２
６
３
１

　
・
９
４
１
８
(
藤
井
)

 

真
鶴
歌
声
の
会

　

　
ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
の
生
伴
奏

で
、
唱
歌
や
歌
謡
曲
な
ど
を
元
気

に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
５
月
22
日
㈭

　
10
時
〜
11
時
30
分

(
受
付 

９
時
40
分
〜
)

◇
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
義
室

◇
会
費
　
５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
事
前
予
約
制
・
お
電
話
で

　
真
鶴
歌
声
の
会
　

☎
０
８
０
・
１
１
３
８
・

　
５
３
１
７ 

ミ
ヤ
ザ
ワ
ま
で

琴
ヶ
浜
研
修
セ
ン
タ
ー
で

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　
琴
ヶ
浜
研
修
セ
ン
タ
ー
を
舞
台

に
２
０
２
５
年
１
月
よ
り
、
「
真

鶴
ア
ー
ト
サ
イ
ト
(
仮
)
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
し
い
文
化
施
設
の
創
出
を
地
域

の
皆
さ
ま
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
連
携
し
行
っ
て

い
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

◇
開
催
日
時

　
５
月
１
日
㈭
〜
５
月
６
日
㈫

　
11
時
〜
18
時

◇
会
場

　
琴
ヶ
浜
研
修
セ
ン
タ
ー
　

(
真
鶴
町
真
鶴
１
１
６
０
)

◇
入
場
料
　
無
料

(
入
退
場
自
由
)

◇
主
催
　
一
般
社
団
法
人nor

、

　
株
式
会
社enigma

◇
コ
ン
テ
ン
ツ

　デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

　イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示

　ShuheiMatsuyama

「Floating Scape

」

「
現
代
的
な
日
本
観
」
の
追
究
を

　
テ
ー
マ
に
制
作
を
行
う
シ
リ
ー

　
ズ
の
新
作
の
ワ
ー
ク
イ
ン
プ
ロ

　
グ
レ
ス
作
品
。
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン

　
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
ス
ケ
ー
ル

　
の
操
作
や
時
間
軸
を
超
え
た
融

　
合
、
動
的
な
変
化
を
取
り
入
れ

　
た
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
「
枯

　
山
水
」
を
生
成
す
る
作
品
で
す
。

　
真
鶴
町
の
「
岩
」
の
ス
キ
ャ
ン

　
デ
ー
タ
を
用
い
て
構
築
し
た

「Floating 
Scape 

真
鶴
バ
ー

　
ジ
ョ
ン
」
を
展
示
し
ま
す
。

　ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　

「
真
鶴
ア
ー
ト
サ
イ
ト
の

　可
能
性
」

「
ア
ー
ト
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

　
に
関
わ
る
開
発
を
進
め
て
い
く

　
可
能
性
に
つ
い
て
ご
登
壇
頂
く

　
皆
さ
ま
と
議
論
さ
せ
て
頂
く
　

　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
　

　
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
終
了
後
懇

　
親
会
を
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

　 

開
催
日
時
　
５
月
５
日
㈪

　
16
時
〜
18
時(

予
定)

   

入
場
料

　
無
料
(
入
退
場
自
由
)

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
展

 

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
琴
ヶ
浜
研 

　
修
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
で
は
、

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
展
が
行
わ

　
れ
ま
す
。
琴
ヶ
浜
の
景
色
を
楽

　
し
み
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ

　
ル
メ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
詳
細
・
問
い
合
わ
せ

　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

　

健康こども課　☎内線2325

よく噛んで食べることは、速食いを防止して満腹感が得られやすくなり、肥満予防に
つながります。また、ゆっくり味わうことで、うす味・適量で満足感が得られます。あごの
発育や虫歯予防、脳の発達や認知症予防にもなるなど、いいことがたくさんあります。

管理栄養士の健康レシピ

「ゆっくりよく噛んで食べよう」

「たけのこ入り麻婆豆腐」
◆材料　　4人分
豚ひき肉　　　　　　
豆腐　　　　　　　　　　
ゆでたけのこ　　　　　
長ネギ　　　　　　
にんにく　　　　　　　　
しょうが　　　　　　　　
ごま油　　　　　　　　
水　　　　　　　　　　
鶏がらスープの素　　　
砂糖　　　　　　　　　　
しょうゆ　　　　　　　　
みそ　　　　　　　　
豆板醤　　　　　　　　　
水溶き片栗粉　　　　　
小ねぎ　　　　　　　　

200ｇ
1丁　
150ｇ
1/2本
１かけ
１かけ
小さじ２
１カップ
小さじ1
大さじ1
大さじ1
大さじ1
小さじ1/3
適量
お好みで

たけのこの栄養
たけのこは食物繊維やカリウムが豊富で、便秘や大腸がんの予防、
高血圧予防に効果が期待できます。

作り方

１

２

豆腐は水切りして、1～2㎝角に切る。たけのこは薄切り、長ネギ、
にんにく、しょうがはみじん切りにする。ボウルに水、鶏ガラスー
プの素、砂糖、しょうゆ、みそ、豆板醤を混ぜ合わせておく。

フライパンにごま油を熱し、にんにく、しょうがを炒める。
香りが出たら、豚ひき肉、長ネギ加えて炒める。

（１人分244kcal  塩分1.6g　野菜量60ｇ）

３ たけのこを加えさらに炒める。ボウルに混ぜ合わせておいた
調味料と豆腐を加え、煮る。

４ 水溶き片栗粉を加えて3分程度煮込み、とろみをつける。

５ お好みで小ねぎをちらす。

真鶴町総合計画できました
　2025～2028年度に向けた「総合計画 後期計画」を策定しました。

2024年秋から町民対話会を９回、オープンハウス形式による情報セ

ンターでの町民意見聴取、総合計画審議会を10月、12月、3月の計3

回を開催するなかで、多くの町民の皆さまにご意見や声をいただき、

それを反映することができました。改めてありがとうございました。

■めざすべきまちの将来像

小さくて昔から変わらないけれど、実は最先端。

のんびりスマート真鶴

◎3月の審議会ではこんな意見が出ました

　（答申内容）

①　町民参画と対話の充実について

・町民対話を通じた策定プロセスは〇

・今後は事前の情報提供の充実、より実りある対話の場を

②　町内人材の活用と育成について

・町には多様なスキルを持つ人材が増えている

・「人材バンク」をつくり、町にいる人材・力を活かす方策を

③　地域通貨による経済活性化について

・地域通貨は「地域のつながりや感謝を表現する手段」でも

　ある。社会実験から始め、段階的に展開を

④　観光・交流の促進について

・アート活用などの交流人口増加には、来訪者の町内での

　消費活動を意識した仕組みづくりが重要

・「外の目を意識する」視点を持ち、各事業に取り組んでほ

　しい

⑤　重点政策の着実な推進

・政策実現には「あれか、これか」という選択と集中が重要

・進捗を定期的に評価・検証し見直して、町民へ共有を

1. 歩いて暮らせる町

2. みんなで分かち合う町

3. 便利な技術がひっそりと支える昔ながらの町

4. 民間の土地活用を後押しする町

5. 環境と経済を両立する町

6. 「小さな人だまり」と大きな広場のある町

7. そのままの自然が人を集める町

8. これからの時代を生き抜く力を育む町

9. 生涯学習と生涯現役の町

10.芸術と建築を楽しめる街歩きの町

住宅供給を増やす・公共交通を充実させる・地域通貨を導入する

３つの重点政策

表紙イメージ

＜問い合わせ　政策推進課　☎内線６２０５＞
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※
３
月
１
日
〜
３
月
31
日
受
付
分
の
掲
載
了
承
者

　
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

公共施設５月の休館

☎６８-６３２６☎６８-６３２６

茶
屋
街
の
朧
月
夜
の
下
駄
の
音   

　
　
　

   

都

　作 

魚
屋
の
の
ぞ
く
店
先
海
鼠
か
な

　
　
　
　英

　一

蜆
汁
湯
気
立
つ
紙
の
コ
ッ
プ
手
に

　
　
　せ
つ
子

風
に
乗
り
ど
こ
へ
行
こ
ふ
か
菜
の
花
忌

　珠

　絵

三
婆
の
口
の
達
者
さ
山
笑
ふ   

　
　
　

      

千
恵
子

剪
定
の
節
を
数
へ
て
一
・
二
・
三

　

       

直

　美

春
昼
の
天
を
広
げ
る
大
鳥
居 

　
　
　

    

　

 

園

　子

揚
ひ
ば
り
小
学
校
は
丘
の
上

　
　

           

桂

　子

足
に
名
札
付
け
ら
れ
産
ご
ゑ
あ
げ
し
児
の
嫁
ぐ
日
近

し

　歳
月
連
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

 

清
海
テ
イ
子

自
ら
の
老
い
と
真
向
か
ふ
朝
の
卓

　予
定
を
書
き
て

復
唱
を
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

田
所
仙
子

コ
ロ
ナ
禍
の
明
け
て
集
ひ
の
誌
に
識
り
ぬ
友
の
名
が
嗚

呼

　物
故
者
と
あ
る

　
　
　
　

  

　
　
　

   

神
田
眞
三

夕
ぐ
れ
の
机
の
上
に
わ
れ
を
待
つ
猫
が
車
庫
入
れ
ま
で

視
つ
動
く
と
も
せ
ず

　
　
　

 

　
　
　
　
　

 

竹
林
初
江

白
梅
の
花
か
ぜ
に
舞
ひ
去
り
ゆ
き
し
母
の
優
し
き
面

影
た
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

    

中
村
み
ほ
子

壊
さ
れ
し
フ
ク
シ
マ
の
町
国
々
に
原
発
回
帰
の
こ
ゑ
を

ば
怖
る

　
　
　
　
　
　
　
　

    

　
　
　
　川
﨑
善
子

人
影
も
灯
り
も
音
も
掻
き
消
さ
れ
車
窓
に
お
ぼ
ろ
く

霧
ふ
か
き
街

　
　
　
　
　
　
　

                

新
田
禎
子

梅
の
花
ひ
と
枝
手
向
け
亡
き
姑
の
五
十
回
忌
な
す
生

き
の
わ
が
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

湯
川
律
子

青
空
の
濃
ゆ
き
が
方
に
湧
く
雲
の
渦
巻
く
中
に
何
か

あ
り
さ
う

　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

   

青
木
智
子

高
々
と
立
つ
堤
防
の
先
に
あ
る
海
が
怒
り
し
日
よ
り

早
や
十
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

   

加
藤

　龍

干
支
と
謂
ふ
定
め
事
あ
り
て
こ
れ
の
世
に
囃
さ
れ
て
ゐ

る
ひ
と
と
せ
の
間
を

　
　
　
　
　
　

          

温
井
松
代

6日(火)、12日(月)、19日(月)、26日(月)

5日(月)、12日(月)、19日(月)、26日(月)

梅
の
香
を
聞
く
歩
く
よ
り
出
店
の
花

　

     

保

　夫

し
み
じ
み
と
記
念
日
重
ね
春
の
宵   

　
　

 

翠

　明

白
木
蓮
咲
い
た
途
端
に
無
情
の
雨

　
　
　
　

 

灯

窯
た
き
の
き
げ
ん
見
守
る
余
寒
か
な

　
　

 

文

　子

夏
帽
の
お
二
人
様
や
琴
ヶ
浜

　
　
　
　

 

　
　圭

き

は
は

へ

き

お
悔
や
み

氏
　
　
名
　 

　
歳
　
世
帯
主
　 

　 

（
地  

区
）

堤
　
　薫   

　70
　
　  

　 

　（
城
　北
）

尾
森
　篁
子  

92
　
　  

　 

　（
　西
　）

野
田
　邦
子  

85 

野
田
　亞
興（
城
　北
）

田
代
百
合
子  

95
　
　
　   

　（
丸
　山
）

近
藤
ク
ニ
子  

85 

近
藤
　哲
也（
山
ゆ
り
）

つ
つ
み

か
お
る

お  

も
り

た  

し
ろ

こ
ん
ど
う

こ
ん
ど
う

て
つ  

や

こ

ゆ
　り
　こ

の
　だ

の
　だ

つ
ぐ 

お
き

く
に  

こ

た
か  

こ

 

な 

ま 

こ

ミ
　
セ 僕には鳥の言葉がわかる

鈴木　俊貴/著

広告についての問い合わせは、町長室まで

「シジュウカラが２０以上の単語を組み合わ

せて文を作っている」ことを世界で初めて解

明した研究者が鳥の言葉を科学的に解明す

るための実験方法などを、軽快に綴る。

《一般書》

■僕には鳥の言葉がわかる　　　 鈴木　俊貴/著　　　

■世界一やばい西洋絵画の見方入門3　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   山田　五郎/著

■「原子・素粒子・量子の世界」のことが

一冊でまるごとわかる    　　　　  齋藤　勝裕/著

■めくるめく日本語史の世界　　 今野　真二/著

■物価の歴史　　　　　　　　　　　　 平山　賢一/著

■石器づくりで何がわかるか　　 長井　憲示/著

《児童書》

■たんぽぽはひとがすき　　

　　　　　　　　　　　 埴　沙萠/写真,島田　泰子/文

■ひつじシステム　　　　 　　　　大串　ゆうじ/著

■おさるのしま　　　　　　いとう　ひろし/作・絵

■じんせいはしがみついてなんぼです　

                         木坂　涼/詩,長谷川義史/絵

■睡眠のひみつ　　　　　　　　　　　　林　裕/監修

■防災の超図鑑　　　　　　　　　茂木　健太郎/著

■にくのくいーん　　　　　　 はらぺこめがね/著

■ぼくたちはChatGPTをどう使うか　

       東大カルペ・ディエム/著,西岡　壱誠/監修

■おおわるおおかみ 

キャサリン・カウソーン/文,サラ・オギルヴィー/絵

■おとぎ話をかがくする　　　　　　

                    万木森　玲/訳,原口　るみ/監修

4月から随時入荷した新着本をご紹介します。

図書館だより

今 月 の
お す す め 本
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３
月
１
日
〜
３
月
31
日
受
付
分
の
掲
載
了
承
者

　
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

公共施設５月の休館

☎６８-６３２６☎６８-６３２６

茶
屋
街
の
朧
月
夜
の
下
駄
の
音   

　
　
　

   

都

　作 

魚
屋
の
の
ぞ
く
店
先
海
鼠
か
な

　
　
　
　英

　一

蜆
汁
湯
気
立
つ
紙
の
コ
ッ
プ
手
に

　
　
　せ
つ
子

風
に
乗
り
ど
こ
へ
行
こ
ふ
か
菜
の
花
忌

　珠

　絵

三
婆
の
口
の
達
者
さ
山
笑
ふ   

　
　
　

      

千
恵
子

剪
定
の
節
を
数
へ
て
一
・
二
・
三

　

       

直

　美

春
昼
の
天
を
広
げ
る
大
鳥
居 

　
　
　

    

　

 

園

　子

揚
ひ
ば
り
小
学
校
は
丘
の
上

　
　

           

桂

　子

足
に
名
札
付
け
ら
れ
産
ご
ゑ
あ
げ
し
児
の
嫁
ぐ
日
近

し

　歳
月
連
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

 

清
海
テ
イ
子

自
ら
の
老
い
と
真
向
か
ふ
朝
の
卓

　予
定
を
書
き
て

復
唱
を
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

田
所
仙
子

コ
ロ
ナ
禍
の
明
け
て
集
ひ
の
誌
に
識
り
ぬ
友
の
名
が
嗚

呼

　物
故
者
と
あ
る

　
　
　
　

  

　
　
　

   

神
田
眞
三

夕
ぐ
れ
の
机
の
上
に
わ
れ
を
待
つ
猫
が
車
庫
入
れ
ま
で

視
つ
動
く
と
も
せ
ず

　
　
　

 
　
　
　
　
　

 

竹
林
初
江

白
梅
の
花
か
ぜ
に
舞
ひ
去
り
ゆ
き
し
母
の
優
し
き
面

影
た
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　

 
　
　

    
中
村
み
ほ
子

壊
さ
れ
し
フ
ク
シ
マ
の
町
国
々
に
原
発
回
帰
の
こ
ゑ
を

ば
怖
る

　
　
　
　
　
　
　
　

    

　
　
　
　川
﨑
善
子

人
影
も
灯
り
も
音
も
掻
き
消
さ
れ
車
窓
に
お
ぼ
ろ
く

霧
ふ
か
き
街

　
　
　
　
　
　
　

                

新
田
禎
子

梅
の
花
ひ
と
枝
手
向
け
亡
き
姑
の
五
十
回
忌
な
す
生

き
の
わ
が
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

湯
川
律
子

青
空
の
濃
ゆ
き
が
方
に
湧
く
雲
の
渦
巻
く
中
に
何
か

あ
り
さ
う

　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

   

青
木
智
子

高
々
と
立
つ
堤
防
の
先
に
あ
る
海
が
怒
り
し
日
よ
り

早
や
十
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

   

加
藤

　龍

干
支
と
謂
ふ
定
め
事
あ
り
て
こ
れ
の
世
に
囃
さ
れ
て
ゐ

る
ひ
と
と
せ
の
間
を

　
　
　
　
　
　

          

温
井
松
代

6日(火)、12日(月)、19日(月)、26日(月)

5日(月)、12日(月)、19日(月)、26日(月)

梅
の
香
を
聞
く
歩
く
よ
り
出
店
の
花

　

     

保

　夫

し
み
じ
み
と
記
念
日
重
ね
春
の
宵   

　
　

 

翠

　明

白
木
蓮
咲
い
た
途
端
に
無
情
の
雨

　
　
　
　

 

灯

窯
た
き
の
き
げ
ん
見
守
る
余
寒
か
な

　
　

 

文

　子

夏
帽
の
お
二
人
様
や
琴
ヶ
浜

　
　
　
　

 

　
　圭

き

は
は

へ

き

お
悔
や
み

氏
　
　
名
　 

　
歳
　
世
帯
主
　 

　 

（
地  

区
）

堤
　
　薫   

　70
　
　  

　 

　（
城
　北
）

尾
森
　篁
子  

92
　
　  

　 

　（
　西
　）

野
田
　邦
子  

85 

野
田
　亞
興（
城
　北
）

田
代
百
合
子  

95
　
　
　   

　（
丸
　山
）

近
藤
ク
ニ
子  

85 

近
藤
　哲
也（
山
ゆ
り
）

つ
つ
み

か
お
る

お  

も
り

た  

し
ろ

こ
ん
ど
う

こ
ん
ど
う

て
つ  

や

こ

ゆ
　り
　こ

の
　だ

の
　だ

つ
ぐ 

お
き

く
に  

こ

た
か  

こ

 

な 

ま 

こ

ミ
　
セ 僕には鳥の言葉がわかる

鈴木　俊貴/著

広告についての問い合わせは、町長室まで

「シジュウカラが２０以上の単語を組み合わ

せて文を作っている」ことを世界で初めて解

明した研究者が鳥の言葉を科学的に解明す

るための実験方法などを、軽快に綴る。

《一般書》

■僕には鳥の言葉がわかる　　　 鈴木　俊貴/著　　　

■世界一やばい西洋絵画の見方入門3　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   山田　五郎/著

■「原子・素粒子・量子の世界」のことが

一冊でまるごとわかる    　　　　  齋藤　勝裕/著

■めくるめく日本語史の世界　　 今野　真二/著

■物価の歴史　　　　　　　　　　　　 平山　賢一/著

■石器づくりで何がわかるか　　 長井　憲示/著

《児童書》

■たんぽぽはひとがすき　　

　　　　　　　　　　　 埴　沙萠/写真,島田　泰子/文

■ひつじシステム　　　　 　　　　大串　ゆうじ/著

■おさるのしま　　　　　　いとう　ひろし/作・絵

■じんせいはしがみついてなんぼです　

                         木坂　涼/詩,長谷川義史/絵

■睡眠のひみつ　　　　　　　　　　　　林　裕/監修

■防災の超図鑑　　　　　　　　　茂木　健太郎/著

■にくのくいーん　　　　　　 はらぺこめがね/著

■ぼくたちはChatGPTをどう使うか　

       東大カルペ・ディエム/著,西岡　壱誠/監修

■おおわるおおかみ 

キャサリン・カウソーン/文,サラ・オギルヴィー/絵

■おとぎ話をかがくする　　　　　　

                    万木森　玲/訳,原口　るみ/監修

4月から随時入荷した新着本をご紹介します。

図書館だより

今 月 の
お す す め 本
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町の位置：東経139度8分14秒、北緯35度9分30秒（国土地理院より）
町の面積：7.05㎢

真
鶴

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
h

ttp
://w

w
w

.to
w

n
.m

a
n

a
z
u

ru
.k

a
n

a
g

a
w

a
.jp

/
E

メ
ー

ル
 o

ffi
c
e

＠
to

w
n

.m
a
n

a
z
u

ru
.k

a
n

a
g

a
w

a
.jp

■
編

集
・発

行
　

真
鶴

町
 町

長
室

〒
2

5
9

-0
2

0
2
 神

奈
川

県
足

柄
下

郡
真

鶴
町

岩
2

4
4
番

地
の

１
T

E
L
.0

4
6

5
（6

8
）113

1 F
A

X
.0

4
6

5
（6

8
）5

119

今 月 の 納 期人口と世帯 2025年4月1日現在
(住民基本台帳法による)

 男  3,023（－  19 ）

 女 3,451（－  12  ）

 計 6,474（－  31 ）

世帯 3,364（－　　5 ）
（    ）内は前月比 ※税金などのお支払いは、口座振替をご利用ください。

１人１日当たりのごみ排出量

今年3月分  　 985 g　

昨年3月分     999 g　

ごみの分別にご協力をお願いします

前年度比較　 1．5％ 減　

月

住民相談/10:00～15:00/町民センター

新聞・雑紙

※下水道接続にご協力をお願いします。

日

土

木

金

月

火

日

土

木

金

水

日

土

月

火

木

金

水

日

土

月

月

火

水

火

水

木

金

木

金

土

軽 自 動 車 税 （1期分） 6 月 2日
国民健康保険税 （2期分） 6 月 2日
介 護 保 険 料 （2期分） 6 月 2日
上 下 水 道 料 （5月分） ５ 月31日

夜間急患問い合わせ／ 

ぼうさい まなづる　防災行政無線自動応答テレホンサービス
℡０４６５-６９-１８９０（通話料有料）

布・ダンボール･紙パック

湯河原消防署（℡0465-60-0119）

可燃物

粗大･不燃物

ビン・ペットボトル

可燃物

可燃物

可燃物

粗大･不燃物

可燃物

ビン・ペットボトル

可燃物 可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

カ ン

可燃物

可燃物

カ ン

新聞・雑紙

可燃物

休日・急患当番医／Jcho 湯河原病院(℡0465-63-2211）
     受付時間9：00～17：00

休日・急患当番医／湯河原中央温泉病院(℡0465-63-2555）
     受付時間9：00～17：00

休日・急患当番医／浜辺の診療所(℡0465-64-1600）
     受付時間9：00～17：00

休日・急患当番医／後藤耳鼻咽喉科クリニック(℡0465-62-8777）
     受付時間9：00～17：00

休日・急患当番医／川越内科クリニック(℡0465-60-3830）
     受付時間9：00～17：00

休日・急患当番医／YKいわさきクリニック(℡0465-60-0788）
     受付時間9：00～17：00

休日・急患当番医／Jcho 湯河原病院(℡0465-63-2211）
     受付時間9：00～17：00

５月

親子教室/10:00～11:30/町民センター

公益社団法人コスモス成年後見サポートセンター小田原西地区
無料相談会/13:30～15:30/町民センター2階 第３会議室

育児セミナー/10:00～11:30/町民センター

おもちゃ病院/10:00～11:30/町民センター

すくすく子育て相談/予約制/町民センター

4か月児、８・９か月児健診
/13:00～13:20/町民センター

出張福祉相談会/10:00～12:00/町民センター

乳幼児歯科健康診査/13:00～14:00/町民センター

まなっこひろばおたんじょうびかい
/10:00～11:00/町民センター

真鶴町 家庭の日

真鶴なぶら市/10:00～13:00/真鶴港岸壁広場

献血/10:00～12:00,13:30～16:00

/小田原百貨店真鶴店

町の保健室/10:00～15:00/情報センター

幼・保・小・中学校合同引き渡し訓練

町の保健室/10:00～15:00/情報センター

町の保健室/10:00～15:00/情報センター

地域サロン 真輪/10:00～11:30/町民センター

地域サロン 和み/10:00～11:30/岩地区集会所

地域サロン にこにこ/10:00～12:00

/町民センター

地域サロン 和楽/10:00～12:00/観光協会2階

地域サロン 真輪/10:00～11:30/町民センター

地域サロン きずな/10:00～12:00

/城北スクエア（旧保健センター）

生き活き健康相談/10:00～12:00/情報センター

中学校運動会(予備日22日)

中学校参観週間(27日まで)

町の保健室/10:00～15:00/情報センター

町の保健室/10:00～15:00/情報センター


